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駒井重格
の軌
跡
「ー
駒井重
格先
生小
伝」
再考|
はじめに
専修大学
は、
二O
O九年
二一
月一
二日
から二O
一O
年一
月二
四日
まで
、
三重県
桑名
市にお
いて
桑
名市博物館、
一橋大学と
共同企画展
「駒井
重格
の軌跡1専修大学
の創
立者、
一橋
の名
校長i」
(会場
・桑
名市博物館)
を開
催し
た。
創立者
の
一人
である
駒
井 重
格
の生
涯を出
身地
・桑名
に
おい
て紹
介す
る
展示
企画が立案さ
れた
のは
、
その二
年
ほど
前の
こと
であ
るが、
その
問
、
大学史資料課
では
駒
井重格
に関
す
る調
査を各
地で
行っ
てき
た。
本稿
の目的
は
今回、
新た
に行
った調
査をもと
に、
駒井重格
の生
涯
を捉え直
すこと
にある
。
重格は四八歳
と
いう
若さ
で亡くな
った
こと
もあり
、
まと
ま
っ た自
伝も伝記も残
され
ていない
。
小峰保栄氏
の
「駒井重格先生
小伝」
(以後
「小伝」
と略
) l
およ
び西
羽晃氏
「駒井
重格
に
つい
て」2
という
二つ
の論
文の
みが
、
重格
の生
涯に
つ いて
書
かれたまとま
った
ものと
いえる
。
その
ほか
重格
の業
績に
つい
ては
内
山宏氏が
「フ
ラン
ス財
政学
の導入と
専修学
校の人々」
ー
のな
かで
近
代国家
に
おい
て
田尻
稲次郎と
駒井重
格が
果たし
た役
割を
取り
上げ
て
瀬戸
口龍
一
(大
学史資
料課)
いる
程度
である
。
つ まり
駒
井重格と
いう
人物は
これ
ま
で専
修大学
の
関係者以
外ほ
とんど
知られ
ていな
かっ
たと
いうのが
現状
であ
ろう4
0
先行研究
を整
理すると、
「小伝」
は昭
和五六年
に刊
行
された
「専
修大学百年史』
(以後
、
『百年史』
と略
)
編纂
のた
め
に収
集し
た資
料
をもと
に書 かれ
た伝
記
で、
財政学を専門と
する
小峰
氏によ
って重格
の生
涯の
ほか
、
著作を
一点
一点取
り上げ、
経済学史上
に位
置づ
け、
詳し
い解
説が付
され
てい
る点が特
徴である
。
一方
、
「駒井
重格
に
ついて
」も
『百
年史』編纂
の過 程で
、
桑名
の
郷土史家
であ
る西
羽
氏に
重格
の調査
を依
頼
した
ことが
その
きっか
け
で執 筆さ
れたも
ので
ある
が、
郷土史
に詳
しい
西羽氏ら
し
く菩提寺
の
調査結果
や桑
名藩
関係
の史
料か
ら桑
名藩
士とし
ての
駒
井家
の 歴史を
中心
に記
述
している
。
しかし
「小伝」
の筆
者であ
る小
峰氏が
「資料
がまこと
に少な
い」
、
また
西羽
氏も
「駒井
重格
に
つい
ては
、
未だ
不
詳な点が多く
、
本稿も未定
稿である
」
と結ん
でい
るように
、
重格
の
生涯
に
ついて
は不
明な
点も多く、
推測
に 頼っ
ている
箇所が
多
いこ
と
も事
実である
。
そして
この
『百年史』
編纂以降、
専修大学
では
、
ま
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とま
った形で
の創
立者
の調査
を
行っ
てい
ないた
め、
この
二
つの
論文
の記
述が重
格
の生
涯を語る際
の根
拠
とな
ってきた
。
確か
に今
回の調
査で
も、
重格
に関
す
る史 料は非
常
に少なく
、
調査
は困
難を極め
た。
とはいえ
、
山形県
や岡
山
県で
行っ
た調
査では
新た
に発
見でき
た事
実もあ
り、
今回
の成果を
踏ま
えたう
え
で、
改め
て駒
井重
格と
いう
人物
の生
涯
をた
どること
は展
示記録と
いう
意味
でも
十
分に意
味のある
こと
であろう
。
駒 井雫格の軌跡 「駒 )!二主主格先生小伝J 再考
そこ
で本
稿で
は小峰氏
の
「小伝」
や西羽
氏の
「駒井
重一格
に
ついて
」
を参
考にし
つつ
、
「駒井
重格
の軌跡」
展の準
備調
査におい
て新た
に
判明し
た事
実、
また展
示を記
念し
て開
催し
た西
羽晃氏
(桑名市文化
財保護審議会会長
)、
永江雅和氏
(専修大学経済学部教授)
、西
沢保
氏(
一橋大学経済研究所教授)
の三
人による
記
念講演会
の内
容を加
え、
重格
の生
涯を追
うとともに、
彼
の業
績を
教育史上、
経済学史上
に位
置
づけ
ること
とした
い。
1.
桑 名 藩 士
・駒
井家
のあ
ゆみ
まず、
駒井家
とは
どの
よう
な家
柄であ
った
のか
を
述べ
る 。
西羽氏
による
と、
駒井家
は
駒井官大夫
が正
徳五年
(一
七一五
)
に二O
O石
で松
平越中守家
に召
し抱
えられた
こと
に始
まる
とい
う 。
時の当
主は
さだみち
松平定達。
桑名
を離れ、
越後高田
を領
地と
していた
50
高田
藩領内
の柏
崎は
その
後、
桑名藩
の飛
び地
領と
なり
、
後述
す
るが
戊辰戦争時
の桑
名藩軍
の集結場と
なる
。
確か
に西
羽氏
が
いうように
、
駒井家
は
官大夫
(三代
目ま
で同
名
)
から
始ま
ると考
えること
が
できるが
、
桑名藩士
の由
緒を
まと
めた
『天
明由緒』
にあ
る駒
井武土口
(乗郎、
号鴬宿)
の由
緒は次
のよ
うな
文言か
ら始ま
る。
駒井武吉由緒
駒井求馬儀
松久院様御由緒
之者一
一 付
円鏡院様御代
斎聖
院様御小
姓ニ被
召出、
銀十枚五
人扶持
被下置候、
元禄六年新知百石被下置御扶持被居置、
其後
三十
石御加増被下置、
御近習十九年相務、
同十六年御内意
を以
奥
平八
郎左衛門
養子
二罷成申候、
八郎
左
衛門由緒書
一一 詳なれ
ハ略
- 55 
之
6
この
史 料
によ
ると
、
駒 井
家の家
祖と
し
て名
前が挙
げ
られ
た求 馬は、
松平越中守家
の三
代
松平定重
(法号
・円鏡院)
の継
室で
あっ
た松
久
院の生
家の人
間で
あり
、
定重
の時 代に
斎
聖院
(定重
五男
・定
達)
の
御小
姓とし
て銀
一O枚五人扶持
で召
し抱え
られた
。
しか
し元
禄
二八
年(
一七
O三)
に藩
命によ
り奥平八郎左衛
門の養
子
にな
ったと
書か
れている
。
奥平家
は
松平越中守
家の祖
・定勝
の正
室
に繋が
る家
柄で
あり
、
藩内
で
も由緒あ
る
家であ
った
。
『天
明由緒』
にある
「八郎
左
衛門由緒書」
には
当初、
求馬
は
「貞
隆儀駒井氏之嫡子
ニ御
座候
ヘハ
、
養子罷越
候q駒井名字断絶仕候付、
官大
夫
?l一七二七南幌三太左衛門宗親の子重親
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此儀如何可
仕哉与申上候」
と、
貞隆
(求馬
)
は駒
井
家の嫡
子で、
養
子に行
くと
なる
と駒井家は断絶し
てしま
い ますが、
ど'
つい
たしま
し
ょ
うかと尋
ね
ている
。
それ
に対
し
て、
定達
は
「駒井名字之義
ハ追
而貞
隆二男
三男
も御
座候
ハ\
其内
-一 而名字御立可被下候由」
と、
貞隆
には
二男
も三男
もいるの
で 、
彼ら
に駒
井家を
継
がせ
れば良
い
と答え
てい
る。
では
求馬
の後の駒
井家
はど
のよ
うに
な
った
の
であ
ろう
か。
つマ
つ
けて
駒
井家
の由緒を見
てみよう
。
駒井重格 の 軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考
一曾
祖父
駒井官大夫
右実方由緒之儀南
篠三
太左
衛門同事一一
御坐候、
駒井ニ
相改候儀
者
松久院様駒井之御苗字断絶仕候付、
御苗字被下置候旨被仰出候
而駒井
う相改申
候、
斎聖院様御代正
徳五未
年南僚元
庵義隠居
仕候刻被召出
候、
其節南篠貞右衛門什被下置候知
行弐百石被下
置候、
同年御使番役被
仰付候、
享保九
辰年御物頭
ニ被
仰付、
同十
二
未年病死仕候
求馬
の跡
を
継いだ
のは
、
求馬
こと
八郎
左衛
門の 二男
や三男
ではな
く、
官大夫
こと
南
燦三
太左衛門と
いう
人物
であ
った
。
この
由緒書
に
よる
と駒
井家が
断絶
する
こと
を
憂え
た松
久院
が、
同じ
く松平越中守
家に
仕え
る南
篠三
太左衛
門
(重親)
に駒
井の苗
字を
与え
たとある
。
つま
り、 他家か
ら来た官
大
夫が継
いで
始ま
った新た な駒
井
家こ そが
、
重格
に繋
が
る駒
井
家であ
ると西
羽氏
は考え
たの
だろ
う。
南係
家の由
緒書
には
、
重親
の父
・宗親
は延
宝年
間
(一
六七三
i
一
六八O
)
に松
久院
の
「御枢機」
によ
り召し抱
えられたと
あるよう
に、
南候家も
また
松
久院と
縁戚関
係にあ
っ たと思われる
。
この
よ
うに
駒
井家
は松
久院と
深い繋
がり
があ
った
こと
がわか
る 。
以後、
駒井家
は
代々、
御使番
や御
小姓役、
御馬廻役
など、
藩主
や世
子、
大奥
の側
に
仕え
る役
を拝
命し
てきた
。
駒井
家は詩
歌や文 学な
どに
秀で
た人
物を多く輩出し
てきた
。
なか
でも
著名な人物
とし
て先ほど
の
『天明
由緒』
に駒
井家
の由緒
書を提
出し
た人
物
とし
て登
場す
る武
吉こと
駒
井家
四代目
・乗
郎
(求
馬か
ら
数え
ると五
代目)
がいる
。
駒井乗郡、
号は鴬
宿、
通称
・忠兵
衛は、
明和
三年
(一
七六六)
、
松平越中守
家の家
臣・
田中忠右衛門
の次
男と
し
て奥
州白河
に生まれ
、
駒井家
を継
いだ
人物
であ
る7
0
御小姓役、
記録役、
大目
付、
江戸詰
奉行な
どを
歴任し、
奥州白
河か
ら桑
名
へ転
封さ
れた 際に
は、
江戸家
老の代
理役と
して
先発し
て庶
務な
ど
を担当
したと
いう
。
乗郁
の博
覧
強記ぷ
りは
、
藩 内
でもよく
知
られ
ており
、
在 職 期 間
は六八年
、
定邦
・
さだみち
定信
・定
永・定
知・
定猷と
いう
五代
にもわた
る当主
に仕え
た。
乗郁が書き残
した
多
くの
書
物のな
か
でも
代表作
と
いわ
れる
『鴬宿
雑記』
は、
約六
OO巻
にもお
よび
、
文化
一二
年
(一
八一五
)か
ら
乗
郎が亡くな
る直
前
までの
、
約二
一O
年に わた
って書
き続
けられた記
録
である
。
その
内
容は
徳川家
や
松平越中守家
の故事来歴
や有職故実、
世上
の風聞、
紀行
文など雑
多な
もの
であ
るが
、
その
特
徴は
白河
や桑
- 57-
名など地
域に関
する記
事が多
いこ
とで
、
当時
の
この
地
域を知
るうえ
で非
常に有
益なも
のとい
えよう
。
『鴬宿雑記』
には
「桑名城内/駒井家蔵」
「東京浅草/駒井家蔵」
「駒井氏蔵」
などの朱
印が押され
ている
。
これほど
の大
部の記
録の
執筆
には
、
数多く
の書
物が必
要
であ
った
ことはいう
まで
もな
い。
江戸
時代後期
は考証学
の流
行
ととも
に、
蔵書
家たち
が登
場し
た時
代でもある
。
特に
幕 府
の老
中
とし
て
「寛政
の改革」
を推し進め
た松
平定
信の周
辺には
多く
の蔵
書を持ち、
大部
の記録
を執
筆す
る人
々が
多く集ま
って
いた
80
定信
に仕
え
てい
た乗
郁
もそ
の
よう
な人々
の一
人と考え
られ
、
この
朱印
によ
って駒
井
家に
は蔵
書
があ
った
こ
とを
知
るこ
とが
できる
。
おそら
く乗郁
の時
代に集
め
たも
の
と思われ
るが、
残念
なが
ら現
在そ
の存
在を確認
する
ことは
できな
い。
なお
、
明治七
年
(一
八七四
)
一二
月一
二
日に
重
格が父
・重
周に当
てた
書
簡9
の宛
先には
「東京浅草新福井町
一番
地」
とある
。
このこ
とか
ら重周が浅
草に住ん
でいるこ
と
がわかり
、
「東京浅草」
の印
は
これ
に拠るも
の
と思われ
る。
この
浅
草新福井町
には
江戸
時代、
秋田
久保田藩
の上
屋敷が
あ
った
が、
明治
三i四
年
には
桑名藩
に下
賜され
た桑
名藩
ゆ
かりの場
所であ
った
。
その
ほか
西羽
氏によ
ると
「南合家
は藩
校
の教
授を
代々務
め
た学
書
の家
系」
刊
で重
倫
(号
・晩翠)
、
重格
の父
・ 重周も儒
学者
とし
て、
詩
歌を
こよ
なく
愛
したと
いう
。
南合家
とは
、
乗郁
の後
、
駒井
家を継
いだ
重周
の本
家である
。
この
家も松平越中守
家が初め
て桑
名を治め
た際
の当
主
・定
綱
(定綱系久
松松平家初代)
の時
か
ら同
家に
仕え
る家
柄
で、
重倫は重周
の兄
、重
格の伯
父にあ
た
る人
物である
。
重格
が後に学
者、
教育
者の道に
進ん
だのは
、
駒井家
の血
筋であ
ったと
もいえ
よう
。
2.
駒井重格
に関
す
る基
本的史資
料と生年
月日
について
重格
の生涯
をたどる
前に、
これまで
彼の生
涯を
知るため
に使用さ
れて
きた二
つの重
要な史
資料を
挙げ
る必
要
があるだ
ろう
。
一つ
は重
格の墓
碑に
刻ま
れた
略一歴
(以後、
「墓碑文」
と略
)、 そし
てもう
一つ
が一
橋大学所蔵
の
「官吏履歴書」
(以後
、
「履歴書
」
と略
)
である
。
前者
は重格
の略
歴を
よ
く示
す資
料
としてし
ば
しば
引用
され
てきた
。
特に重
格が若くし
て家
を継
ぎ、
戊辰戦争
に従
軍
したと
い
うような履
歴はこれ
までこの
資
料以外
に見る
ことが
できなか
った
。
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後者
の史
料に
ついて
はそ の名
称の
通り
、
内容
は官
吏
とし
ての履
歴
に限
定
され
ており
、
桑名藩士時代
の履
歴
や専
修学校
(専修大学
の前
身)
教員
とし
ての
履
歴は
記さ
れていない
。
しかし
、
官吏
とし
て
の履
歴は
行
賞や叙
勲も含め
て詳
細に記
され
ており
、
明治
一0年代以降
の
重格
の生
涯を
たど
るうえ
で欠
くことの
できな
い史
料と
いえ
る日
。こ
こで
は紙
幅の
関係上
「墓碑文」
のみ
を掲げ
ておく
。
君議重格、
旧桑
名藩士
、
以嘉
永五年壬子八
月廿
一日
生、
考詳重
周、
以俊敏好学為闘藩所推、
批日
下
部氏、
有婦徳善訓其子、
君
駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝J 再考
年甫十五嗣家、
翌年戊辰乱起、
君属藩兵隊、
転戦各地、
頭角輯
然始露、
明治七年君随旧
藩主
松平公赴米国、
留学
四年
而帰、
無
幾歴任岡山県
中学校長師範学校長及商業学校長、
大蔵書記官、
大蔵省参事官、
国債局長、
農商務省参事官等、
三十
一年任高等
商業学校長、
兼大蔵省参事官、
三十
四年十二月叙従
四位、
叙勲
四等、
賜瑞宝章、
君天
資聡明、
通和漢英仏各書、
最遼経済学、
帝国会計法規
之改正起案、
其他財政各般
臨時調査、
君毎列為委
員能 効
其力、
若 使
其健而長生、
則其
所効
必
不止此也、
不幸温逝、
誰不惜之、
君安 清 岡
氏挙五子、
嗣子重次尚幼、
長女雪適竹内氏、
次女定未嫁、
余皆媛、
三十
四
年冬、
君病肋膜、
十二月九
日終
不
起、
享年四十九、
葬子谷中盤域、
先是
君与同志諸名士謀設学校、
専教授
経済法律両科者廿余年子落、
校運弥進、
専修学校之名大
著罵、
君之力実与居多、
君所講述、
有経済考徴、
支那貨幣考、
経済学要論等、
又所
訳有歳計予算論等、
皆行子世、
今蕊
君之親
戚、
来嘱正武以墓表、
正武与君交久失、
誼不得辞、
乃謹表之
明治三十五
年十
二月
小山正武謹撰
林経明謹書ロ
撰者
である
小
山正
武は
重格と
同じ桑名藩士
で、
戊辰戦争
に従
軍後
は大
蔵官僚と
して
活躍し
た人
物。
また
書
者の
林経
明も大蔵官
僚と
し
て後
述す
る
田尻
稲次郎
や阪谷芳
郎の側
近と
し
て力
を発
揮し
た人
物 で
ある
。重
格は後
に大蔵官僚と
なる
が、
彼を
取り
巻
く大蔵省
の人々
に
よっ
て
こ
の墓
碑が刻
まれた
こ
とがわか
る
。
実は、
重格
の
生年月
日お
よび出
生
地に
つい
て
は諸
説あ
りは
っき
り
しな
い。生
年月
日
につい
て
は①
墓碑
文に
あるよう
に嘉
永五年(
一八
五二)
八月
二一
日 、
②「戸籍記載事項証
明書」
日に
ある
嘉
永六年
(一
八五三)
八月
二一
日 、
最後
に
③「履歴書」
にあ
る嘉
永六
年
一一
月と
いう
三説
である
。出
生地も桑
名
生まれと
江戸
生まれ
の二
説あ
る。
いず
れ
の史
料が一止し
いの
か
は不
明である
。西
羽氏
は
その
根
拠は明
らか
に
していな
いが
、
「一
部に
嘉
永五年
生まれとも
あ
るが
、
六年が
正し
い
と思う
」
と述
べて
い
る。
ま
た重
格が亡くな
った
際、
各新聞
は
卦報記事を掲載
した
が、
ほとんど
の新
聞で
、
重格を
嘉永六年二月、
江戸
生まれとし
ていた
。唯
一
『二
六新報』
だけ
が嘉
永五
年八月
生ま
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れとし
ている
。
しかし
後
年、
重格が
アメリ
カ
に留
学す
る際
、
外務省が
発行し
た海
外渡航証
の控
には
「齢
二十
二年
一ヶ
月」
とある
。後
述す
るが、
重
格が
アメ
リカ
に渡
航
する
の
は明治
七年
の
こと
である
。ここに
書か
れ
た年
齢が
「満」
なのか
「数え
」な
のか という
問題
に
つい
ては
、
この
時に
一緒に
アメ
リカ
に留
学し
た桑
名藩主
・
松平定教
の
海外渡航証
の
控か
ら類
推す
ると、
定教
は安
政
四年(
一八
五七)
四月二三
日生まれ、
明治七年
一O月
八日に
発
行、
「齢
十七年五個
月」
とあるため、
こ
の渡
航
証の控の年
齢は
「満」
で書か
れ
ている
こと
がわか
る。つまり
重格
の
生年月
日
はこの
渡
航証
の控
か
ら換
算す
ると
、
「墓碑文」
にあ
る嘉
永五年八
月と
いうこ
と
になる
。
また重
格と
い
う名前
の
ヨミ
であ
るが、
同じく渡航証
の
控に
は
「シ
ケ夕
、」
とあり
、
この
ことか
ら現
在専修大
学では
「し
げただ
」
と読
んで
い
るが
、
ご子
孫の方
々
からは
「じゅう
かく
」
と呼
んで
いた
と
い
うよ
うなお
話
をいた
だいた
。
重格
の三
男である
重次
の
ヨミ
が
、「
じゅ
うじ」
であ
るこ
とから
考えれば
、
「じ
ゅう
かく
」
とい
うヨミで
あっ
たこ
とも
十分
に考
え
られる
。
このよ
うに
重格
の
ヨミ
、
生誕地、
生年
月日は
未
だに
よく
わか
って
いない
。
今後も
この
点に
つい
ては調
査
を続け
る必
要が
あるだ
ろう
。
3.
桑名藩と戊辰戦争ー北越・東北戦争と駒井重格ー
章一格
の幼
少期
については
ほ
とんど
わか
って
いない
。
どの
よう
な
教
育を
受
けた
のか
、
どんな子
供時代だ
った
の
か、
現在
の
とこ
ろ全く
不
明である
。
「墓碑文」
に
「君
年甫十五
嗣家、
翌年戊辰乱起、
君属藩
兵隊、
転戦各地」
とあるよ
うに
、
生年
月日を
「墓碑文」
にあ
る嘉
永
五年
とするな
らば、
慶応
三年
(一
八六七)
、
一五
歳
(数
え)
で家
督
を継ぎ、
戊辰戦争
に
桑名藩
兵の
一員と
して
参戦し
たこ
と
が判
明す
る
のみである
。
しかも
「小伝」
では
「駒井先
生は、
鳥羽伏見
の緒
戦に
は当
然参加
し
たで
あろう
が、
その
後の足
跡について
は、
今ま
でのと
ころ
全然わ
か
って
いない
」
とある
。
しか
し今
回の調
査に
よっ
て
、
戊辰戦
争における
重格
の足
取り
につ
いて
新た
に判
明
したこと
がいく
つか
ある
。
それ
を踏
まえたう
え で
桑
名藩軍
の動
きを追
って
みる
こ
ととする
な
幕 末
、
京都
にお
いて
重要な役
割
を果た
した
「
一会
桑元
の
一つ
桑
名藩
は、
戊辰戦
争に
おい
て
も、
徳川幕
府
軍の
主力と
して
、
会津藩と
とも
に新
政府
軍と戦
った
。
とはいえ
、
幕 府
軍が鳥
羽
・伏
見の戦い
で大
敗を喫し、
桑名藩主
・
さだあき
松平定敬が
将軍徳川慶喜ら
ととも
に江
戸に
向 か っ
た後の藩
内の意
見
は、
定敬
の意
見を取り入れ、
新政府軍
と戦
い続
ける
か、
それ
とも形
勢有利
な新
政府軍
に従うか
の二
つに
分か
れる
。
一旦
は、
藩主
ととも
に幕
府
軍で
戦
うこと
に決 定さ
れた
が、
その
後
も意見
の対
立は
続き、
藩主
のい
な
くな
っ
た桑
名城
は、
先代当主
・
定猷
の遺
児
・万
之助
(後
の定
教)
を当
主 に
して
新政府
に従
おう
とし
た者たち
によ
って
明け渡
される
こと
とな
った
。
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その
一方
で、
定敬
は
桑名藩飛び地
領の
越後柏崎
へ赴
く。
定敬
に従
う藩
士たちは、
柏崎
に集
結し、
北陸
・
東北地方
で新
政府軍と激し
い
戦い
を繰り
広
げるの
である
。
この
よう
に桑
名藩内
の動
向は幕
府側
に
ついて
参戦
した
会津藩や圧内
藩など
と同
様に
藩 内
一致
で戦い
に向
か っ
た訳で
はなか
った
。
桑名藩
は鳥
羽
・伏
見の戦い
か
ら始ま
る戊
辰戦争
に当
初か
ら軍
を派
遣し
てい
たが
、
重格
の
名前が
史料上確認
できる
のは
、
慶応
四年
(一
八六八)
閏四月
に定
敬が柏
崎の地にお
いて
軍制改
革を断
行し誕
生す
る「
雷神隊」
「致人隊」
「神風隊」
「大砲隊」
のう
ち
「神風隊」
隊士
のな
か
にみえ
る御
馬廻
「駒井強介九
から
である
。
それ
以前
の鳥
羽・
伏見
の戦い、宇
都宮
城の戦い
な ど
に参
戦して
いた
かどうか
は
確認
で
駒井重格の軌跡一「駒井重格先生小伝」再考一
!日え辰の役j桑名藩士行動略凶 l 
郡義式
『シリーズ
藩物語 桑名藩』より転載
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つこ
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f
桑名藩軍
の柏
崎から
の行
程に
つい
て
は「行動略図」
の通りである
が、
重格が属し
た「
神風隊」
は鯨
波(新
潟 県
柏崎市)
、朝
日山(同
小千谷市)
など北
越戦
争を
戦い、
会津若
松の戦いを
経て
、
寒河江
(山形
県
寒河江市)
におい
て新
政府軍
と激
し
くぶつ
かりあ
う。
そし
て負
傷し
た多く
の仲
間たち
と
日本
海
側に逃
れる
も 、
大山(
山形県
鶴
岡市)
で謹
慎し
、
翌年帰
藩の途に
つい
たの
である
。
寒河江、
そし
て大
山におけ
る桑
名藩軍
の動
向を簡
単に振り
返ると
、
明治元年(
一八
六八)
九月
二O
日払
暁、
寒河
江にお
いて
、
庄内藩
・
桑名藩
を中
心とした
徳川幕
府軍、
米沢藩
・
薩摩藩を
中心
とした
新 政
府軍が激
突し
た。
当初
は
寒河江市
街に
おい
て
争っ
たが
、
数に
劣る幕
府軍
は次
第に
退却を余儀な
くされ
、
長岡
山に
立てこ
も
り、
陣を
敷く。
ここ
に
おい
て 両
軍か
ら多
数
の犠
牲者を出し
た「
長岡山
の
激戦」
と呼
ばれる
戦い
が繰
り広
げら
れた
の
である
。
この
寒
河江
における
戦い
で亡
くな
った
桑
名藩士
一
八名
の
墓が寒
河
江市
内の陽
春院
に残
って
いる
。こ
れは
当時
の
陽春院住職
・
大観和尚
が弔い
のた
め
に戦
死者
の遺
骸を寺
院に埋
葬し
ていたこ
とを
知っ
た松
平定
敬と旧
藩士二四
人が、
七回
忌にあた
る明
治八年
(
一八
七五)
七
月に境
内に
墓
碑を建
立し、
彼ら
の
名前を刻ん
だもの
である
。
寒河
江で
の敗
戦で
多く
の負
傷者を
出し
た圧
内
・桑
名藩軍
は、
庄内
藩領
・鶴
岡へ
と向
かう。
しかし九月
二二
日、
会津鶴ヶ岡城
が開
城、
藩主
・
松平容保
が新
政府軍
に投
降し
た。
そし
て
同
月二
五日に庄
内藩
主・
酒井忠
篤も投降し
たた
め、
桑名藩軍も
とも
に投
降し、
ここ
に桑
名藩主力軍
の
戊辰
戦争
は
終結す
るげ
O
投降し
た藩
上た
ちは鶴
岡城下か
ら少
し離れ
た大山
で謹
慎
する
こと
とな
っ
た。大
山は、
幕 府
の天
領
とし
て、
また
秋田と新
潟を結
ぶ羽州
浜街道
の宿
駅
とし
て 発
展し、
酒、、つく
りの盛
んな地
域で
もあ
った
。こ
の大
山謹慎
の
桑名藩
士の
なか
に駒
井重格も
いた
。
「桑名藩兵宿割帳」
日や「
桑名様御人数調」
ωに
よる
と重格は
「小
布袋屋金右衛門」
宅に
桑名藩士
を含
めた
二七
人と
ともに
一O
月一
八
日から止宿し
ていた
こと
がわ
かる。
また重
格は負
傷し
ていた
ら
しく
、
大山
に
滞在し
ていた
桑
名藩負傷兵
四九人を
治療す
るため
に使
用
した
薬の種
類お
よ
び数
量が
書かれ
た史
料
「桑藩御数人病人
取扱
薬数調
帳 、
によ
ると
散
薬五
包と
水
薬三本が与え
られ
ている
。
この
ように
桑名藩士約
一七O名
は、
寺院
や村
役
人など
の
家に分
宿
しながら
、
時には
傷の手
当や夜
具・
布団
の提
供を受
ける
など、
村民
たちに
よ
る手
厚い
保護を受け、
翌 明
治二年
二 月
末ま
で逗
留し
た。
重格が属
した
「神風隊」
の隊
長であり
、
小布袋
屋金
右衛門宅
にて
重格と同
宿し
てい
た町
田
老之丞が
書き残し
た
子記「老之丞手記、
には
戊
辰戦争
時の
「神風隊」
の動
向や
大山謹慎中
の様
子、
そし
て大
山か
ら東
京へ
の道
中
など
が記され
ており
、
それによる
とこ
月
一日
に
大山を出
立し、
東京
へ向
かっ
たとある
。重
格も
同行程
をたど
った
と
考え
てよ
い
だろう
。 約
六ヶ
月の
大山逗
留で
あった
こと
もあり
、
「 老
之丞手記
」に
は
「旅宿
ノ者
共別
レ
ヲ惜
ム事親友
一一
不異、
情義
ノ厚
キ
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事可感」
とこ
の地の人々
へ
の情の厚
さ
に感
激し
てい
る文
章も
見ら
れ
る。
そのほ
かこ
の手
記に
は大
山
滞在中
の様
子が書
かれ
ており
、
大山
に
は病
院があ
った
こと
も記され
ている
。
大山
ニ我
藩ノ
病
院アリ
、
此力
、
リニ
大山旧来
ノ
医師栗本道意、
枠節
庵ノ両
人ナリ
、
親道意
ハ温
順ノ人
、
枠節
庵ハ頗
ル煉
慨家一一
シテ
、
英学
ヲ横浜
一一
テ一
ヶ年
ホ
ト羽目ヒ、
薬モ出
来ル様
子ナリ
、
越後路
れ 出 張
イタシ居
、
余等知己
ナリ
、
病人
ノ世
話ハ
勿論、
我
輩ノ義
気ヲ
慕ヒ
、屡
招カ
レ種々馳
走ス
ル 事
実情
顕レ
タリ
。
病人
ノ小
遣ト
テ金五拾
両
ヲ病
院
-一
附ス
駒井重格の軌跡 「駒井主主格先生小伝」再考
この
文
章か
らはこ
の病
院は桑
名藩
が建
てた
病院な
のか
、
桑名藩士
のた
めの
病
院な
のかは
不 明
であ
るが
、
横浜
で英
学を学
んだ医
師たち
が患
者を
診て
いた
こと
、
また
彼らが病
院の世
話
だけ
で
なく
、
桑名藩
士たち
を
招い
て御
馳走
をふるま
って
いた
こと
がわかる
。
この
ように
大山
では
多く
の人々
が桑
名
藩の人々
に同
情
的で
あった
こと
を町田
の
手記か
ら知る
こと
が
できる
。
敗残兵と
いう
立場
では
あ
った
が、
大山
の人々
へ
の感
謝の
気
持ち
は
おそらく
璽格
の気
持ちも
町田
老之
丞と
同
様であ
っ
たと
思われ
る。
4.
アメリカ留学時代ー桑名藩主・松平定教と駒井重格
明治
四年(
一八
七一)
、
重格は旧
藩主
・松
平定教と
とも
に上京
す
る。
そ
の目
的は英
語を学
ぶ
ため
で
あった
。
明治初年、
新政府
は欧
米
の最
新の制
度や
文化
の導
入を目
的に、
将来有望
な若
者たち
だ
けで
な
く、
多く
の華
族や
旧藩主
たちに
も海
外留学を
奨励し
ていた
。
この
時
期、 海外
へ旅
立っ
た人々
は
五O
O人を優
に超え
ると
いわ
れている
。
桑名藩も
この
よ
うな
時流
に遅
れをと
るま
いと
、 松
平定
教の
ほ
か、
随行員と
して
何人
か
の若
者を留学さ
せる
こと
とな
った
。
その
選ば
れ
た若
者のな
か
に重
格が
いた
。
彼ら
は
まず
、
横浜
におい
て英
学修業
を始
め
る。
この
時 、
彼ら桑
名
藩士た
ちの教
師と
な
った
のが
ブラ
ウンで
ある
。
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S・
R・
ブラ
ウン
∞R55
-問。σEE∞5ヨロ
は、
安政六年(
一
八五九
) 、
キリ
ス
ト教
伝
道のた
め
に来日する
。
元治元年(
一八
六四
)
には
横浜英学所
で英
学教
授とな
るも
、
慶応
三年
(一八六七)
に帰
国。
一一
年後
の明
治二
年の再
来日
後は新
潟英学校(現
・北
越
学館)
教授
に、
その
翌
年に は修
文館(後
の
横浜市学校)
に招
かれ
て横
浜
に一
戻る。
英
学修業を
志した定
教、
重格、
後 述
する
諏訪 頼
敏らがブ
ラウ
ンに
出会
っ
たのは
、
横浜市学校教師時代
であ
った
。
明治六
年(
一八
七三)
、
ブラ
ウン
が
市学校を辞
すると
、
彼ら
はブ
ラウ
ン
に私
塾
を開い
て自
分たち
を教え
てく
れるよう
に懇
願す
る。
こ
の説
得に
応
じてブ
ラウ
ンが
自宅
に聞
いたの
がブ
ラウ
ン塾
であ
った
。
この
間の事
情を塾
生で
もあ
っ
た植
村正久
は次
のよ
うに
述べ
ている
。
この
家
塾
(ブ
ラウ
ン塾
、
筆者註)
の開
設に
最も尽
力し
たるは
、
旧桑名藩主松平
定教を始め
とし
、
同藩士駒井重格、
諏訪頼敏、
三輪
信一
郎
、
松浦岳蔵及び井深梶之助等
なり
しが、
ブラ
ウ
ンは
、
遂に学
生の懇
望黙
止しがたく
、
己れ
の住
宅
(山手
一
一一
一番
)裏
手に新
築
せる
書斎を教
室に
充てて
、
二家塾を開設す
るに
至り
ぬn
o
ブラ
ウ
ン塾には
一五代
加賀金沢藩主
であり
、
後に
岩倉使
節
団に随
行し
イギ
リ
ス留
学す
る
前田利
嗣、
廃娼運動な
どに
尽力
したジ
ャー
ナ
リスト
・
嶋田三郎
、
先に
挙げ
た明
治大正
期の
キリス
ト教
指導
者と
し
て名
高い
植村正久な
ど多
くの人々
が 学
んで
いる
。そ
してこの
ブラ
ウ
ン塾
が現
在の
明治
学院大学
の源 流の
一つ
とな
っ
ている
。
横浜修業時代、
その
後ア
メリ
カ
に留
学し
た桑
名藩
主および
藩士
た
ちを
費
用の面で
支
えた
のが
、
戊辰戦争時
に函
館を脱出す
る定
敬を
援
助す
るなど桑
名藩
にゆか
りのあ
る横浜
の商
人
・平
松屋
(金子)
寅 吉
であ
っ
たと
いわ
れてい
る。
重格も
横浜時代、
平松屋
に下
宿し
ていた
が、
平松屋
につい
て
は現在も
不明
な点が多
い。
石井勇次郎
の
「戊辰戦
争見聞略記
、に
は平
松
屋に
つい
て次の
ように
記され
ている
。
亦寅
吉ナ
ル者
ハ
元 我 領 地
ノ北
越苅羽郡柏崎在新道
村ノ
産
一一
シテ
、
君公御役中、
御草履
役ヲ
役セ
シ也
。今
横浜
一一
住
居シ
テ皆
者
ヲ商
フ忠
志者也、
君公函
館-
一在ラ
セ
ラル
ヲ聞ヤ大
一一
心痛
シ、
何トカ
尽力
シテ
御進退
ヲ定卜
欲シ、
進ノ此
地一
一渡
海ヲ
シ大
-一
尽
力シ、
後チ是
カ為
一一
航ス
ル
ノ艦ヲ得
タリ
これによる
と平
松屋
はもと
もと定
敬の草
履取り
をし
てい
たとある
。
この
時
期、
横浜
に居
住し
て唐
物商と
して
活躍し
ているこ
の人
物が定
敬の函
館脱
出の
際や定
教の海
外渡
航の際の費
用を
用
立てていたの
で
はな
いか といわ
れている
が、
詳細
は不
明である
。
その
後 、
一行
は明
治七年、
アメ
リカ
へ出
発す
る。
この
出
発直前
の
一二
月二
一日
に、
父・重
周に宛て
た書
簡μ
が残
って
いる
。そ
の内
容
は二
一
日夕
方に船に
乗り
込み、
二二
日に
出発
するの
で、
寒さ厳し
き
折ご自
愛くだ
さいとい
う家
族
の
安否を
気遣
うも
ので
あっ
た。
重格二
一歳
の時
である
。
こ
の時
、
ブラ
ウン
がア
メリ
カの
ニュ
lジ
ャー
ジー
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州ニ
ュl
プラ
ンズ
ウ
ィッ
クに
暮らす牧
師・
フェ
リ
スに
宛て
た重
格 の
紹介
文が残
って
おり
、
やや
長
文で
はあるが
紹介す
る。
過去二
年間、
わたし
のも
と
で学
んだ生徒
で、
研究
のた
め、
合衆
国に
渡
航す
る駒
井君
に託
し、
この
手
紙を
差し上げ
ます
。 同
君は、
先月、
P・
M・S
-汽
船 の
グレー
ト
・リ
パブ リック
号で
、
当港
を出
帆し
た松
平と
いう
青年
の友
人で
す。
駒
井は、
以前、
伊勢
の
桑名
の
大名、
松平
の家
臣のひ
とり
でした
。
ミセ
ス
・
プラ
イン
[訳者注
横浜共立学園
の創
立者
のひ
とり
]が言わ
れるには
、
松平
にあな
たあ
ての
紹
介状
と、
パl
テリl
・ス
トッ
プ
六番
館の
ルイ
ス・ア
ン
ド・
ハ
1ト
商会
の
ファン
ニン
グ
氏にあ
て
た紹
介状
とを渡し
てお
いたそ
う
です
。わ
たしは
、 こ
れら
両名
の
青年紳士
に深い興
味を
も
って
いま
す。
駒井
は
一八
歳で、
松平
は 一
七歳
で
す。
ふた
りとも
アメリ
カにほ
ぼ叩年間も
とど
まり
、
日本
に帰る
前に
大学を卒業し
たい意
向です
。ふた
りは、
いず
れも
善
良でり
っ
ぱな
青年
です。
ど
うか両
人に
対し、
アメ
リカ
に留
学中、
特別
の
ご 配
慮に
あずか
りたく
、
お願
い申
し上げます
。 駒
井は、
なかな
か明
敏な青
年
です
。
:::(文字不
明)
:::健康
ですが
::
:にな
やまされ
てい
ます。
松平も熱心
な、
忠実
な:
::
で、
たとえ
、 本
人は
::
:であ
るが
、
必ず教育を
受け
てくる
で
しょ
う。
駒
井に
は 、
ニュ
!プ
ラン
ズウィ
ックへ
行
くよう
勧め
てお
きました
。
ぉ
駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考
紹介状
と い
う性
質上、
二人
を誉
めあ
げてい
る点
はあるかと
思われ
るが
、
当時
の重
格の人となり
を知る
こと
が
できるだ
ろう
。 こ
の書
簡
をフ
ェリ
ス
に渡
すため
にアメ
リ
カ到
着後
の二
人はま
ずニ
ュ1
プラ
ン
ズウィ
ッ
クに
向か
っ
たと思われ
る
。
当時
の
留学生
の多
くは
まず
大学
に入
学
する
前に、
入学
に必
要な学
力を養う
ため
に英
語や数
学を学
んで
いた
が、
そ
の代
表的
な学
校と
し
てラ
トガ
!ス大
学の
付属予備校、
ニュ
l
ブラン
ズウィ
ック
・
アカデ
ミー
があ
っ
た。
二人
もこ
の学
校に学
び、
そし
てそ
の後
、
明治
一O
年
(一
八七
七)
、
松平定教と
駒井重
格は
ラトガ
l
ス大
学に入
学し、
定教
は理
学を、
重格
は経
済学を
学ん
だの
ではな
いか
といわ
れている
。た
だし
重格
の
「履歴書」
には
「米国
-一
渡航、
中学
一一 入リ
後、
同国
私立
学校
一一
於
テ経
済学修業」
とある
のみで
学校
名は記され
ていない
。
ラト
ガlス
大
学問己仲
間
。ECE〈⑦円ωE
U1
はニ
ュ!
ジャー
ジー
州に
ある
州
立大学
で、
一七六六年
に創
立され
た全
米
で八
番
目に
古い歴
史
をも
っ大
学である
。幕
末か
ら 明
治にかけ
て、
ラト
ガi
ス大
学お
よび
大学附属
の
予備校一一
ュ1
ブラ
ンズウィ
ック
・
アカデ
ミー
は多く
の日
本人留学
生を受け入れ、
また
大学側も
日本に教
師を派
遣す
るな
ど、
日本
の
近代
化に
大き
く貢
献し
た。
定教
や重格が
学
んだ前
後 の
時期、
ニュ
l
プラ
ンズ
ウィ
ック
・ア
カ
デミにー
は
後に親
友と
な
る専
修大学創
立者
の一
人
・田
尻稲次郎、
岩
倉具
視の子
息で
あ
る具
定・
具経兄弟、
後
に東
京帝国大学総
長と
なる
山川
健
次郎ら
が、
ラト
ガl
ス大
学に
は旧
信州上
田藩主
・松
平忠礼
の
弟・
忠厚
や
元海援隊 隊 士
・白
峰駿
馬な
どが学
んでおり
、
日本
人留学
生による
コミ
ュニ
ティも
形成
され
てい
たと思われ
る 。
また、
先の書
簡か
らもわか
るように
、
ブラ
ウン
もニ
ュl
プラ
ンズ
ウィ
ッ
ク行
きを勧
めて
いる
ように
ラト
ガl
ス大
学と
の関
係が
深く
、
ブラ
ウン
に学
ん
だ多
く の
日本人が
ラトガ
l
ス大
学に入
学し
ている
。
このよ
う
な状況もあ
って
、
定教
や重格
は
ラト
ガl
ス大
学に
入学し
た
ので
あろ
う。
重格
はこ
こア
メリカに
おい
て相
馬永胤
・田
尻稲次郎
・
目賀
田種
太
郎と
いう
、
後にともに
専修
大学を
創
立す
る仲
間の
ほか、
多く
の
日本
人留学
生た
ちと出
会う。
彼ら
は異
国の地
で自ら
が得 た知
識を、
故郷
の若
者た
ちに
伝え、
近代国家
の建
設を担う人材
を育
てること
を願い、
学校
の
設立
を語り
合
った
。
相馬永胤
の在
米
中の
日記
ぉ
には
重格
の
名前が
登場す
る。
例えば明
治一
一年
(一
八七八)
四月
二八
日条
には
「駒井君が
田尻
の下 宿に
滞
在し
ているの
で 、
午後僕は
田尻
の家に
いっ
た 」
(原
文は
英文)
とあ
る。
また
「相馬永
胤翁懐旧記
、にも
「予ネ
テ在
米
中田尻
・
駒井氏等
ト相
談シ
タル
如
ク、
邦語
ヲ以
テ法
律・
経済
ノ学
ヲ教
授
スル
」
とあり
、
アメリ
カ留
学中
に彼
ら
は学
校設
立に
つい
て具
体的
な話
し
合いをし
て
いたこ
と
がわか
る
。
重格
の
帰国時
期につい
て、
「百
年史』
には
「お
そらく
田尻と
とも
に明
治
十二
年
八月に帰
朝」と
ある
。
「履歴書」
にも
「人エ
(明治)
十
二年
帰朝」
とあ
るが、
重格
の
海外渡航
証の控
に
は異
筆 で「
(明
治)
十一
年十
二
月帰朝、
十二
月廿六
日返
納」、
同行し
た定
教の
海外渡航
証の
控にも
「十
一年
十一
月八
日帰
、
人工十二月十
三日
返納」
とある
。
重格と
とも
に帰
国
した
と思われ
る定
教の帰
国時
期につい
てさらに
述
べると、
相馬永胤
の明
治
一O
年六月
五日の
日
記には
「清水(篤守)
、
朝比
奈(
一)
、
松平(定
教
)、
森(不明)
、
妻木(
頼黄)
を駅
に見
送
る」(カ
ッコ
内は筆
者)
とあり
、
この
記
事を
信用す
ると定
教の帰
国
は明
治
一
O年六月と
なる
おO
定教
が政
府
に対し
て提
出し
た留
学願
を次
に掲げ
る。
北亜米利加パ留学願
第五大区
一小
区
華族
従五位
松平定教
右呂昨年
二月
中、
向一
一ヶ年間横浜表
一一 於テ、
英学修行願済
ニテ
留学罷在候処、
今般
更-
一自
費ヲ以テ
北
亜米利加国新約
江出発、
向ゴ
一ヶ年間同国中
ニテ
英
学修行奉願度旨申
越 候、
此段
私ヨ
リ 奉
願候也
留守心得第四
大区五小
区
定教養兄華族
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松平定敬⑮
明治
七年九月
東京府知事
大久保
一翁
殿
m
この
史
料によ
ると
、
定教
の
留学
期間
は
三年間、
明治七年
に留
学し
ているこ
と
を考え
ると明
治一
O年
に帰
国し
てい
てもおかしく
はな
い。
さらに
、
彼ら
が学
士号を
取得し
ていた
かど
うかも
実は不
明である
。
一九
二ハ年
に発
行さ
れた
ラト
ガl
ス大
学の
卒業生
名簿
とも
いえる
『の〉寸〉「OCC目。『
寸回目。『『目。目見
∞ 〉 Z
ロ 〉 F d
ζ Z H
O『
河口→c目見∞のO「F目。閏(O閉山円(UH
Z 〉
「 「 J1 p d 回 目 Z
.∞のCFF目。目)
-Z
Z
目当 回 同 d z ∞ 項 目 。 同 Z - FH ・
コ。。→055
』ω
には松平定教お
よび
駒井重格
の
名前を
見る
ことは
できな
い。両
者と
も卒
業
はし
てい
ない
もの
と思
われる
3
この
時期
の
「海外渡航証」
が現
在
のパ
スポ
ートほ
ど入
国帰国記
録
とし
て 正
確を
期し
ていた
かは
不 明
であ
るが
、
彼ら
の帰
国時期
につい
ても
この
よう
に諸
説
ある
こと
を
明記し
ておく
必要
があるだろう
。
なお
、
この
留
学中
の明
治八年
、
駒井家
は重格
の名
前で
三
重県
に対
して
家
禄の
返還
を申し出
てい
る。
重
格の名
前で
提
出し
た理
由と
して
は、
すでに
家督を
継い
でい
たた
め
であろ
うが、
還禄
の理
由に
つい
て
はは
っ
きり しな
い
。「
還 禄
ノ
輩願書綴句
を見ると
この
時
期多
く
の旧
藩士
たち
が家
禄返
還を行
って
いる
。お
そ
らく
明治八年九月
に発
行さ
れた
金禄公債を
受け取
るため
と思
われるが
、
以後
、
重格
は三
重県
士
族では
なく
、
東京府士族と
いう
肩書き
を用
いて
いる
。
駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考一
5.
専修学校の誕生と創立者・駒井重格
帰国後
の重
格は、
相馬
・田
尻・
日賀田
らと同
じ家
に暮
らし、
経済
学書
の
翻訳を
進め
ながら
、
アメ
リカ
で夢
見た学
校建設
に向け
て動
き
出す。
明治
一二
年(
一
八七
九)
駒井氏
が
来て
、
我々
は学
校 の
設立計
画につい
て話
し合
った
。我
々 は
買い
たい
と望
んでい
た家 を見
に行
き、
契約
者に会い
に出
かけた
」
(原
文は
英
文)
とある
。
ここ
に書か
れた
「家」
とは
目賀田
と相
馬が
二月三
日の
相馬
の日
記には
「田
尻氏、
開設
した
南
紺屋町(現
・
中央区銀座)
の法
律事務所
であり
、
この
建
物の二
階に
重格と
田尻が住
むこと
にな
った
ので
ある
。
また、
帰国
後の重
格の動
向を、
明治後
期か
ら昭
和前
期にかけ
て 活
躍し
た経
済史家
・平
沼
淑 郎
は次
のよ
う
に書
き残し
ている
。
小生
が経
済学
の学
習を始め
たのは
、
明治十一
一年よ
り
三年に
かけ
ての
こ
とで
、
今日
の第
一高等学校
の
前進東京大学予備円
であっ
た。講
師は、
今の
伯爵金子堅 太 郎 先
生で
、
フォl
セッ
ト(
同g
ミ
司2122)
の
「経済原論」
を教
科書
と
して
採用さ
れた。金
子先
生は
中途眼
疾の
ため
に職
を
辞せ
られ、
故駒井重格先生
がこ
れに
代ら
れた。
こ
れが小
生の
経
済学学習
の所
謂手解き
とも
称す
べき
- 67-
もの
であ
った。
ぉ
平沼の記
憶によ
ると、
重格は東
京大学予備門
におい
て経
済
学の講
義を
行っ
てい
るが、
「小伝」
によれ
ば、
金子
堅 太
郎が講
師を
してい
たこ
とは
確認
でき るが
、
重格
に
つい
ては
確認
でき
なか
っ
たとある
。
正規
の講
師で
はなか
った
のか
も知
れな
いが
、 こ
の時
期、
経済学を講
じる
ことの
できた
日 本人
は限ら
れて
おり
、
ほん
の
一時
期であ
って
も
重格が予
備門
で講
師
をし
ていた
とし
ても
不思
議ではない。
その
後 、
四人は洋
学の先
達で
あ
る箕
作秋 坪
の協
力
を得て、
箕作が
聞い
た英
学塾
・三
戊 塾
におい
て法
律学や経済
学を
教え
る講座
を開
講、
福沢諭吉
の慶
応義塾
に
夜間法律
科を
開講す
るな
ど、 着々
と学
校設立
の準
備を整えて
行
った
。
明治
一三
年(
一
八八O
)
八月
、
八人
の
若者が
連署し
た
「私立学校
開業上申」
と題さ
れた書
類が
東京府知事
・松
田道之宛
に提
出され、
つねのり
京橋区
(現
・
東京都中央区)
長・
江塚庸
謹に
よ っ
て受
理さ
れた。署
名捺印し
た八
人の
名前
は
相馬永胤、
金子堅太郎、
津田
純一、
高
橋一
勝、
目賀田
種太郎、
山下雄太郎、
田尻
稲次郎、
駒井重格
である
。
この
上
申書
は、
専修大
学の前
身にあた
る
「専修学校」
が社
会
に向
けて初
めて
学校名と
教育内容を
公表し
た最
初の書
類である
。八
月一
O日
には
『東京日日新聞』
に学
生募
集
の広
告を出し
てい
るが、
経済
学教
員には
、
田尻
稲次郎と
駒井重格
の名
前を
見る
こと
が
できる
。
そし
て同年九
月二ハ日、
京橋区南鍋町(現
・中
央区銀座)
にあ
っ
た簿
記講習所
におい
て
開校
式が行
わ
れ、
よう
やく
彼ら
は念
願であ
っ
た新し
い
近代
的な法
律学
・経済学を日本語
で組
織
的に教
授す
る私
立
学校
・
専修学校Mを誕
生さ
せた
。当
時、
日本
で
経済学を組織的
に教
える
学校
はなく
、
専修学校
は日
本
で初
め
て近
代的
な経
済
学を教
授 す
る高
等教育専門機関と
して
スター
トし
た。
重格
は、
専修学校経済科講
師として
教壇
に
立ち
、
生徒
に「
経済考
徴」
「経済要論」
とい
っ
た講
義を行う
一方
で、
校主惣
代とし
て専修
学校
の経
営や
学
校の規
定づ
くり
に携わ
った
。相
馬や田
尻
とい
った
他
の創
立者が重格
の経 営の才
を認め
たうえ
で、
彼にそ
の任
を頼
んだ
と
ある
。
重格
の
この
時
の役
割につ
いて
は、
後年、
目賀田種太
郎が当
時の様
子を次
の
ように
語 っ
てい
る 。
更に
是は
一つ学
校と云
ふこと
に名
を
更へて
、
今少し
く体裁を
備
へた
い
ものだ
、
丁度此
の田
尻君
の
最も
親し
ま
れて
居った
所の駒
井重格君
も其
の時
分
から
一緒であ
りまして
、
「一
体さう云
ふア
ドミ
ニ
ストレーシ
ョン、
即ち経営
の事
は駒
井が
最も得
手である
から
、
駒井
に頼
んで
学校
の経
営、
学校
の
規定、
学校
の
維持、
此
等は先
生
に頼まう
」
と云
ふ所よ
りして
、
駒井君が
其の
事に
当っ
て、
之が後に此
の専
修学校
にな
った
ので
あ
りま
す。ぉ
重格は、
自ら
の右
腕と
し
て同じ桑名出身
であり
、
とも
に
ブラウン
塾で
英
学を修
業し
た
諏訪頼
敏を招
いて
塾監と
し、
二人
で 、
専修学校
の経
営の任
にあた
った
。彼
らの
献
身的
な働
き
は創
成期
の
専修学校を
縁の下
から
支え、
その
後の経
営基盤を
作り上
げ
たと
い
える
。
諏訪
は
その
後 、
明治
一九
年(
一
八八六)
、
重格が病
気のた
め
に学
校経
営か
ら離
れる
と、
そ
の跡
を継
ぎ、
東京帝国大学な
ど他
の学
校と
の事
務交
渉な
どを
行
った
とい
う 。
この
ように
、
重格
は
他の三
人の創
立者と
は違う、
または
彼
らが
で
きなか
っ
た役
割を
担う
こととな
った
の
である
。も
ちろ
んこ
の時
期、
章一格
だけが、
生業を
も
って
いな
か
った
という
こと
もあ
るが
、
適切
な
学校運営と
いう
彼の能
力
はそ
の後の岡
山赴任時代、
高等商業学校長
時代
にも
発揮さ
れ
るこ
ととな
った
。
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専修学
校が
設立目
的と
した
法
律学
・経
済学
の
教育と
いう
点に
つい
て述
べると、
明治
一0年代か
ら二
0年代
にかけ
て東
京、
そし
て大
阪
や京都
に
私立法律学校
が次々
と設
立される
。
これ
ら
の学
校は
校名
に
「法律
学校」
とあ
るが、
法律学だ
けを教え
てい
た訳で
はない。明
治
一四
年
(一八
八一)
に開
校す
る
明治法律学校
(現
・明
治大学)
は
「法律
経
済二学
科ヲ
教授
ス」
ること
を設
置目的
とし
ている
。ま
た明
治一
九年
に開
校した
関西法律学校(現
・関
西大学)
の設
立時
の
広告
には
「汎
く内外
の
法律及び経済
学を教授
す」
とあるように
、
法律学
校の多
く
は法
律と経済
の
専門学校
とし
てス
タート
したこと
がわか
る 。
つま
り
この
時
期、
それほ
ど経
済学
は必
要
とさ
れていたの
である
。
その
意味
では
、
重格は当
時、
アメ
リカ
から
最新
の
近代的な
経済学
を持ち帰
って
きた人
物
とし
て
田尻稲次
郎と並
ぶ希
有な存
在であ
った
。
駒井章格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再�.
6.
岡 山 赴 任、
そして官僚ヘ
アメ
リ
カ留
学時
代以来
の念
願であ
っ
た専
修学校を
設立
した
一年
後
の明
治一
四年九月
、 重
格は
岡山中学校(現
・
岡山県立岡山朝旦口同等
学校)
お
よび
岡山県師範学校
(現
・岡
山大学教育学部)
の教
員兼校
長とし
て岡
山に赴
任す
る。
さらに
翌
年三
月に
は岡
山県
商法学校長も
兼任す
る。
岡山県
商法学校
は明
治
一一
二年、
岡山商法講習
所と
いう
名
称で
設立
され
た商業学
校で
、
重格が着
任した明
治
一五
年(
一
八八二
)
三月
に
岡山 県 商
法学校と
改称、
翌年
に廃
校
とな
っ
た学
校で
あ
るお
O
重格
の
岡山在住期間
はわ
ずか
一年
に過
ぎな
か
った
が、
この
時の生
徒たち
の回
想録か
ら
は教
育熱心
であ
っ
た重
格
の
姿が浮かび
上が
っ
て
ノ\
守合
。
重格
は
これらの学
校で英
語
や経済
学を担
当し
た。
その
姿
をある
生
徒は
「端正理知
の人
格者」
と称し、
経済学を
教え
るそ
の姿
は豊
富な
知識
に裏
付け
られ
、
余裕
と自
信
に充
ち溢れ
ていた
と回
顧し
ている
。
後に官
僚
とし
て社
会事業、
特に
救
済制度
の確
立に
尽力し
た窪
田静
太郎
は当
時
の様
子を次
のよ
うに
述べ
ている
。
漢学
は旧
藩時代か
らの
碩学山本源弥
先生が史記や
八家
文
や春秋
左氏
伝
を授
けられ
経
済学
は
校長駒井重格先生(経済学を
米国
に
て学
び後年大蔵省国債局長
たり
)
が「
フオ1セ
ット
」
の小
経済
書を教科書
とし
て授けられ
たが教
へ
る方は豊
富の学識
を以
て縛々
なる
余
裕と自
信を持し
て熱
心
に教
へら
れ学
ぶ
方は何れ
も皆
、屈身
の緊
張を
以
て而も教師
に十
二分
の
尊敬
と
信頼
を払う
て学
んだ
の
である
。
幻
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この
窪田
の思
い出にあるよう
に岡
山中学校長時代
の重
格は
フォ
!
セッ
ト
の著
作
を用い
て経
済学を講義し
てい
た。また英
語の
授業
では
、
後に醸
造試験所
に勤め日
本
酒やビ
lル
醸
造技術
の発
展
に寄
与し
た佐
藤寿衛が
「駒井先
生にはウ
ヰル
ソンの
リ
ーダをー
教はり
百と述
べ
てい
るように
「ウ
ィルソ
ン ・
リー
ダー」
を教科書
とし
て用い
ていた
。
重格
は
明治
一
三年三
月に
『自由保護貿易論』
とい
う翻
訳書
を出
版
している
。こ
の原
著 者
がフ
ォ
lセ
ット
目
。 ロ ミー 『 白 老 2 2
である
。
フォl
セッ
ト
はケ
ンブリ
ッジ
大学
の経
済学者
で、
グラ
ッド
スト
ーン内
閣の
逓信大臣と
して
小
包郵便制
度を設け
るなど政
治家
とし
ても
活躍し
た
人物
である
。彼の著
作に
は
「自由保護貿易論』
のほ
か
『宝氏経済学』
とい
う初
心者 向け
の経
済書
があり
、
原書お
よ
び訳書と
もに
多
くの版
を重
ねて
いる
。岡
山中学
校にお
い
ても
、
専修学校と
同様
に重格は自
らが
アメ
リカ
で学
んでき
た最
新の経
済学
を教え
ていたこ
と
がわか
る 。
また
「ウ
ィ
ルソ
ン
・リ
ーダー」
も明
治初期
の
英語教科
書と
して
非
常に多
くの学
校で 用いられ
た教
科
書である
。翻
訳本
は明治
六年
に
「小学読本』
とい
う書名
で刊
行され
、
ほとんど
す
べて
の府
県で
使用
されたと
いわ
れてい
る。
重
格は
英語
の
基礎を
教え
る教
科書
と
して
最
適と
考え、
これ
を用い
たの
だろ
う。
その
ほか重格
の
教育観が
表れ
てい
る文
章が同
じく佐
藤
の当
時の思
い出の
なか
にある
の
で、
紹介し
ておこう
。
駒井先生
の意
見
とし
て 今
猶ほ
当時
の
一子供
と
して
私の記
憶に存
する
こと
は師
範と
中学と
の順
序は果
し
て其
の何
れを
先き
にす
べ
きや
につ
きまし
て先
生
の意
見
とし
て
は師
範は小
学校
の
教師養成
を目
的
とする
ものな
るも
中
学の方
は之れ
よ
り後大学を
卒業す
る
筈の
ものな
るを以
って
中
学を
先き
にす
べ
きも
の
なり
と
て自
分は
岡山県中学校兼師範学校長な
りと固
執せら
れ
たるこ
とを記
憶し
て
をり
ます
。
初
この
よ
うに
重格
にと
って
は中
学校と
師範学校は明
確に区
別さ
れる
べき
もの
で
あった
。専
修学校
と い
う経済・法律
の専
門学校を
興し
た
重格
にと
って
、
専門教育機関
であ
る大
学に進
学
するため の教
育を施
す中
学
校の意
味は非
常に
大き
なも
ので
あっ
たと思われ
る 。
だから
こ
そ彼は些
細な
こと
かもしれな
いが
、
その
順 番
にこ
だわ
った
のだ
ろう。
この
よう
に経
済や英語を教え
ていた
重格
であ
った
が、
在岡わずか
一年
あまり
で 、 帰京
する
こととな
っ
た。
当時、
岡山
におい
ても
盛ん
であ
った
自
由民権運動
に学
校自
体が巻
き込ま
れ、
重格
もそ
の煽
りを
受け、
退任す
る
こと
とな
っ
たため
である
。
岡山中学校生徒・村木正則
は当
時の自
らの
状
況を振り
返り、
「僕
が中
学在校時代
に当
時勃
興し
た自
由党
の自
由主義
にか
ぶれ、
政客中
の中
に伍
し
て盛
に各
所に演
説を
試み、
一仕制政府
の顛
覆すべき
を絶
叫
した
」ω
と述
べ て
いる
ように
、
当時、
岡山
県下でも
隆盛
を誇
って
い
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た自
由民権運
動が
岡山中学校
にも
吹き荒れ
ていた
ことがわ
かる
。 そ
して
村木
は
「 老 書 生
の繰
り
言」
と題
した
回顧録のな
かで
次の
ように
回想し
ている
。
校長駒井重格
先生を放
逐し
たの
も僕
等の仲
間で
あ
った。
処が因
果応報
てふ
もの
は争はれぬ
もの
で 、
僕が
明治二十
四年東京
の帝
大を卒
業し
て間
もなく
、
大蔵省試
補を命
ぜら
れ
参事官室勤務
に
なっ
たので、
挨拶
に出
掛け
て見る
と参
事官
の筆
頭
席に堂々
と控
へて
居られ
るの
が駒
井先
生な
ので
あ
った
。先
方で
は往
年の事
な
ど最
早忘れ
て居
られたか
も知れぬ
が放
逐した
旧
校長
に直
面し
た
僕は冷
汗三
斗を禁
じ得な
かっ
たので
ある
o引
この
文
書にあるよう
に重
格の校
長退
任が、
生徒た
ちに
よる
排
斥運
動の結
果
であ
っ
たどうか
は定か
でな
い。
しかしながら
重 格
が校
長を
退任
した
わずか
一O
日
後の明
治一
五年九月一
一六日
の
「山陽新報』
に
は「
岡山師範学校
の
一変
動」
と題
した
記事が掲
載され、
その
後
二回
にわた
っ
て騒
動の
続編も掲
載さ
れている
。こ
の時
期、 学校自体
が揺
れ動い
ていた
ことは
間
違い
ない
。
この
新
聞記
事による
と学
生た
ちが校
長の日
宅に押
し掛け
るな
ど、
かな
り校長を責
め立て
て
おり
、
先の村
木の話
が本
当であ
っ
たとし
て
もおかしく
はな
いほ
ど、
こ
の時
期学
生たちの運
動が激
しか
った
こと
駒JI:噴格の軌跡 「駒井君格先生小伝」 再考
を物
語っ
ている
。
岡山
から帰
っ
てき
た重格は、
明治
一五
年一
二月
に大
蔵省
に採用さ
れる
。
以後、
亡くな
るま
で重格は大
蔵省、
そし
て農
商務省
の官
僚と
しての
仕
事に従
事す
る。
官僚時代
の重
格の功
績は後
述
するが
、
この
問、 重格
がど
のよ
う
な役
職に
付い
て
いたかは
「履歴書」
に詳 しく
、
年表
に記
した
通り
である
。
官僚
とし
ての
章一
格は親
友である田
尻稲次郎
や後
述す
る後
輩の
阪谷
芳郎や若槻礼次
郎に
比べ
ると
決し
て出
世
コl
スに
いた
訳ではない。
それど
ころ
か
阪谷や
若
槻の方
が遥か
に先に要
職につ
いて
いる
。その
要 因
の 一
つと
して
彼らと違
っ
て学
士号を
も
って
いな
かった
こと
が考
えられる
。
それで
も
重格は
田尻や
阪
谷のも
と
で政
策立案
に尽
力し、
彼らを支え
ていた
。その
ような
重格
の
姿を若
槻は次
のよ
うに
自伝
に
記し
ている
。
参事官
が駒
井重格と
早川千吉郎、
試 補
が水
町(
袈裟六)
と私と
であ
っ
た。駒
井と
いう
人は、
田尻さんと
一緒
にアメリ
カ
へ留
学
していた
とか
で 、
なかなか
頭の良い
、
リベ
ラルな
人で
、
決し
て
盲判
を押さ
な
い、
廻っ
て来た書
類は
必ず眼を
通
して
、
これは
ダ
メだ
とか
、
当事
者を呼
びつけ
てガ
ミガ
ミや
ると
い
うやり
方で
、
われわ
れはこ
の人
を多
い
に尊
敬
してい
た。
(カ
ッコ
内は筆
者コ
後に第
二五
代お
よ
び第二八代総理大臣
となる
など
明
治・大
正・昭
和と
いう
長き
にわた
っ
て官
僚、
政治家と
して
活
躍し
た若槻礼次郎
は、
重格
の大
蔵官僚時代
の部
下の
一人で
あり
、
公私
ともに
重格と親
交が
あっ
た 。
明治
二五
年(
一八
九二
)
七月
、
東京帝国大学を首席
で卒
業し
た若
槻は、
当時、
大蔵次官を
務め
ていた
田尻
稲次
郎
の推
薦で
大
蔵省
に入
省す
る。
この時の参
事官
が重
格で
あり
、
若槻
と重
格の関
係は
この
時
から
始ま
る。若
槻
は重一
格を
「頭
の良い、
リベ
ラルな
人」
と捉
え
てお
り、
多く
の同
僚たち
が 上
司である
重
格を尊
敬
していた
と記
している
ので
ある
。
また
重格は
若い頃
から
健
康の
ため
に弓を引く
こと
を心
掛
けていた
が、
若槻
は当
時、
登庁
前に重
格の家
に寄
って
、
その
指
導の
もと、
毎
日弓を
引
いたとい
う。
若
槻と重格が職
務だ
けで
なく
、
プラ
イベ
ート
でも
付き合
い
があ
った
こと
をあらわ
す
エピ
ソードの
一つ
とい
える
な
若槻と
駒井家
の付
き
合い
は、
重格
の子
息・
重次
に
まで
およ
ぶ 。
昭
和七年(
一九
三二
)一
月に衆
議院議員
に重
次が立
候
補し
た際にも
、
「わが
恩
人の遺
子
駒井
重次君
の
当選を望む
」と
い
う談
話が
新聞
に
掲載
され
、
重格を
「わ
が恩
人」
と呼
んで彼の応
援を行
って
いる
。
7.
高等商業学校長と
して
の駒井重格付
明治
三
二年
(
一八
九九)
三月
二五
日、
重格は
高等商業学
校第
五代
校長兼大蔵省参事官
に任
じら
れた
な
高等商業学校
では
前任校長
の
清水彦五
郎が学
生 の
排斥運
動に
よ っ
て職
を
辞し
て以
来、
七ヶ
月の間
に平
島精
一、
高田早
苗、
沢柳政太郎
の三
人が校
長事務取扱
を務め
る
とい
う事
態が続い
てい
たが
、
よう
やく
正式
な新
校長と
して
重格を迎
えること
とな
った
。
高等商業学校
に着
任し
た重
格は
数々
の改
革に着
手し、
附属外国語
学校
の
分離独立
(後
に
東京外国語大学と
なる
)、
専攻部課程
の延
長、
商業学士号
の設
置な
ど
を実
施
した
。
「ベ
ルリン
宣言
」と
いう
通称
で
知られる
、
ヨーロ
ッパ留
学中
の
高等商業学校
教員た
ちが商業大学設
立を訴え
た
「商科大学設立
ノ必
要」
が発
表さ
れ
たのも
、
重格
の在
任
中である
。駒
井校
長の
もと、
高等商業学
校はそ
の内
実を充
実させ、
高等商業教育機関
への
道
を着
実に歩
んだ。
その
よう
な高
等商業学校長
とし
ての
重
格の事
績の
うち
、
特筆すべ
きも
のとして
、
専攻部
の
充実
と商業学士号
の設
置を挙
げ
るこ
とが
で
きる
。
高等商業学校専攻部
は、
高等商業学校卒業生
が専
門的
な学
聞を
修
める
課程
とし
て、
明治
三O
年(
一八
九七)
に設
置さ
れた
。
設置当
初
は一
年間
の
課程だ
った
が、
重格は
それ
を二
年に
延長し
て教
育内容
の
充実を
図り、
専攻部卒
業生
に商
業学士号を
授与
するよ
う学
制を改
正
した
。
以後
、
専攻部
は学
界のみ
なら
ず
実業界
・官
界に
も人材
を
輩出
して
高
等商業学校
の社
会的評価
を高
め、
大正九
年(
一九
二O
)、
高
等商業学校
は悲願
の
大学昇格を果
たした
の
である
。
主な
専
攻部出身者
を挙
げ
ると三
浦新七
(
明治
三
四年卒、
第二
代 東
京商科大学長)
、上
田
貞次郎(明治
三五
年
卒、
第三代
東京商科大学
長)
、
出淵勝次(明治
三五
年
卒、
外務次官
)、
佐藤尚武(明治
三八
年
中退、
外務大臣)
、
来栖
三郎(
明治
四二
年卒、
駐独大使
・
駐米特命
全権大使
)、
天羽英二
(明治
四五年
卒、
外務次官
・
情報局総裁)
、
石
井光次郎
(大正三
年卒、
副総理)
などが
い
る。
外交
関係
で活
躍し
た
人物が多
いの
が特
徴と
いえ
よう
。
大学昇格
の機
運が高ま
る最
中
の明
治三
四年(
一九 O一)
一二
月九
日、
重格は持
病であ
る端
息から
肺
炎を
こじらせ、
急逝
する
。
四八歳
という
若さ
であ
った
。大
蔵省参事官
であり
、
高等商業学校長
であ
っ
た重
格の突
然の
死は
、
多く
の新
聞で
も追悼記事と
して
掲載
された
。
重格
の死に
対し
て、
高等商業
学校
は校
葬を行
い、
『一
橋五
十年史匂
には
、
その
様子を
「学生代
表が弔
文を
読んだ
時学生
は又
も涙
をそそ
駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考
られ
るの
であ
った」
と記
している
。
この
よ
うに
重格
の突
然の死
を多く
の人々
が嘆い
たが
、
その
よう
な
人物
の
一人
に
福田徳
三(
一八
七四
1一
九三O
)
がいる
。吉
野作造や
河上
肇と並
ぶ大
正デ
モクラシ
ー
期の
代表的知識人
・
福田徳
一二は、
明
治三
四年
に留
学
先の
ドイ
ツか
ら帰
国し
た直
後、
高等商業学校
の現
状
につい
て重
格
に不
満を訴
えた
。
それ
に対
し
て重格は、
我が校は二
流
の学 校であり
、
まずは教
師が博
士にな
っ
て学
校の名
を世
間に知らし
めな
くては
ならない、
「私も西
洋か
ら帰
って
岡山
の校
長に
なった
と
きは
、
アナ
タの
今
の言
と同
様な
こと
を
言っ
て居
ました
。
然し年を取
って
御
覧にな
ると又
考も変り
ます」
と諭
した
という
。こ
の時
は
反発
した
福
目だ
った
が、
重格
の没
後一
0年間
の
東京高等商業学校
の発
展
を振り返り、
重格の
言が正し
か
った
こと
を認め
て重
格を
「何等
の割
引な
く
一の
申
分な
き名校長」
「我校中興
の恩
人」
と評し
た幻
O
福田
はそ
のよ
うな
重
格の恩
に報い
るべく、
重格
の 一
O年
忌に合
わ
せて
自著
『経済学教科書』を
重格
に捧げ
た
ほか、
肖像画
の
制作も中
心にな
っ
て取りまとめ
ている
。
大正四年
(一九
一 五 )
の東
京高等商業学
校(明治三
五年に高
等 商
業学校より改称)
の卒
業ア
ルバム
には
、
神田
一
ツ橋
校舎講 堂
の写
真
が掲
載され、
そ
の講
堂には
肖
像画が
四枚掲
げられ
ている
。駒
井重格、
学園
の最
大の後
援者
であ
る渋沢栄
一、
創立者
である
森
有礼、
そし
て
一橋
大学
の源
流
とさ
れてい
る商法
講習所初代所長
・矢
野二
郎の
四
人
である
。この
と
は重
格が当
時 の
東京高等商業学
校にお
いて
、 渋
沢、
森、
矢野
と並
ぶほど
に功
労者と
して
高
く評価
され
ていた
こと
を意
味
して
いる
。
この
肖
像画
は先ほ
ど の
福田徳三
が中
心と
なっ
て制
作費
を集
め
て作
成されたも
ので
、
大正元年(
一九一二
)
九月二
二日
に講
堂に
掲げら
れたが
、
関東大震
災の折
り
に被
災し
たと思
われ、
現存
はし
ていない
。
重格
の
高等商業学校長在任
期間
はわ
ずか二
一年に満
たなか
った
が、
この
よう
に駒
井重格
の名
は高
等 商 業学校
が大
学
へと
昇格
する
礎を築
いた
名校長と
して
学
園史
に刻
まれ
ている
。
8.
官僚・経済学者と
して
の駒井重格の功績
これ
ま
で重
格の生
涯を振り
返
って
きたが
、
最後
に重格が官
僚そし
て経
済学者と
して
何を
行
って
きた
のかに
つい
て述
べ、
彼の功
績を
明
治期
の
経済学史
や政
策の
なか
に位
置づ
ける
こと
とする
。
官僚や経
済学者
とし
ての
重
格の側
面を考え
る際に、
田尻稲次郎
(一
八五0
1
一九
二三
)
の存
在を抜
きに
語
るこ
とはで
きな
い。
田 尻
は、
重格と同
じく
専修
大学
の
創立者
の一
人であり
、
大蔵官
僚とし
て
大隈重信(
一八
三八
i一
九二二)
や松方
正 義 (
一八
三五
i一
九二四)
を補
佐し、
彼ら
のブ
レー
ンと
して
、
いわ
ゆる
「松方財政」
の中
心的
役割
を担
い、
わが
国の金
融・
財政制度
の確
立に
尽 力
するとともに
、
晩年
に
は東
京市長も務め
た人
物である
。
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田尻は
経済学教育
者と
し
ても
多く
の高
等教育
機関
で講
義
を行
って
いる
。
専修学校
では
生涯教壇
に立
ち続け、
東京帝国大学、
東京専門
学校
(現
・
早稲田
大学)
、
学習院、
高等商業学
校など
でも
経済学
や
財政学を
教え
てい
る。
明治
期を代
表す
る経
済学
者の
一人
とい
って
よ
いだ
ろう
。
田尻を
知る人々
は、
彼の企
画や文
書の多
くは
、
重格
の助
力に
よる
もの
で
あっ
たと
口に々いう
。英
語
やフラン
ス語
な
ど語
学に堪
能であ
っ
た重
格は、
数多
く
の翻
訳書を
田尻と
とも
に残し
ており
、
その
才能と
協力が
あ
った
から
こそ、
田尻
は大
き
な仕
事
をなし
得た
と
いえ
る 。
田尻は生
涯を
通し
て非
常に
多く
の
著作物や翻訳書を残し
てい
るが、
代表作
に
『財政
と金
融』
とい
う大著が
ある
。
その
緒
言必
には
次の
よ
うに
ある
。
財政金融
の関
係は世
運の進
歩と共
に年々
新相を
生じ
月
に繁
多を
加へ、
正に刻
下研
究を
要す
へき
一大問
題た
り、
子時
神武紀元
二千五百六十年即ち西暦千九百年
に当り
、
将に
文 明
の新
紀に臨
まんと
し、
此の
如
き明治
の聖
代に
遭 遇
し、
我国文武
の機
運大
に
発達し、
将来斯道
の教
育亦之
応す
るの
方
針を
取ら
さる
可らす、
日疋
に於て
東京高等商業学校
夙に時
勢に
鑑み、
大
に其
学科を
拡張
し、
新に
財
政金融
の
一科
を加
へ、
余に嘱
する
に其
講箪
を以
てす
、
余欣然之
を諾し、
柳か考
慮す
る所あ
り、
速記
技手を
請
傭し、
以
て毎
廷講述す
る所を速記
せし
め、
訳文
正に成るを
告く、
(後略)
この
緒言
に
あるよう
に 、
東京高等商業学
校が
「財政金融」
という
授業
を開
講す
る
にあたり
、
田尻
に講
師を
お
願いし
、 そ
の講
義を
まと
めた
ものがこ
の本であ
った
。こ
の時に田
尻
に講
師を依頼し
たのが
重
格である
。
この
本は
重
格が亡くな
っ
た明治三
四年
に刊
行され、
大正
七年(
一
九一八
)
まで
に田
尻の子によ
って
増 補
・
改訂
が繰り
返され、
つい
に
は三
O版を
重
ねて
いる
。三
O版は乾
坤二冊
合
わせ
て 一
七四
六ペ
ージ
にも
及ん
だ。
同書
の
「第十
四版」
緒 言
に
「世
運の進
歩と
共に
本
書掲載
の
事 項年
に加はり
月に新た
なり
」
とあるように田
尻は
日々 の実
務か
ら生まれ
た課
題な
どを
、
自ら
の理
論と常
につ
き合わ
せ、
日々最
新の成
果を
こ
の書
に反
映
させ
ていた
。つ
まり
理論
と実
践の書であ
った
。
先に挙 げた
福田
の
駒井追悼文
「故駒井先生
の十
周年
忌に
際し
て」
に次
のよ
うな
文章が
ある
。
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田尻先生畢
世の大
著
「財政
と
金融』
は誰
知らぬ
ものも
あるま
い。
然し抑
も此大著
述が成
立
った
は駒
井先生
用意
の結
果であ
って
、
而し
て此
大著述
は或
意
味に於て我
校の専
攻部
の産
物た
るこ
とを
知る
人
は幾
人か
ある
。
博士独特
の講
義は
我専攻部
に
十年(否十
二二年
)
一日
の
如く
継続
さ
れ、
其講義
の筆
記が
日本
経済学界
の
大著
述になる
に至
った端を開
いた
は駒
井先生
である
。
(表)
明治叩年代
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の成
立が「
駒井
先生
用
意
の結
果」
「専攻部
の産
物」
は福
田の
言い過
ぎの感
があるが
、
重格と
田尻が
学
田尻
の代
表作
『財政
と
金融』
そし
て人
生に
おい
て深
く結びつ
い
ていたこ
とは
間違
いない
。
専修学校設
立時
の経
済科
の教
員は
田尻と重格
のみ
であ
った
が、
そ
の後
、
大蔵{目僚
・
中限敬三
や商業
史を
専門と
する
河
上謹
一な
ども
講
師と
して
加わ
った
。と
はいえ
、
田尻と
重格が中心的な役
割
を果た
し
ていた
ことは
いう
ま
でも
な
い。
専修学校経済科が
この
時
期の経
済学
教育
に果たし
た役
割は、
非常
に大
きなも
ので
ある
が、
田尻
や重格が
何を
行っ
た の
かを
簡
単に
みて
いくこと
とする
。
明治
一
五年
度の東
京大学文学政
治学及理財学
部の
カリ
キ
ュ
ラムに
よると
田尻稲次郎
は
第 二学年
を担
当、
教科書と
しては
「フ
ォ
lセ
ッ
ト氏
著理財学」
「ミ
ル氏
著理財学」
「ロ
ッシ
ェ
ル氏
著理財学」
の一二冊
を使
用
して
いる
。ま
た翌
年に
はル
ロア・ボ
リュl
の
財政学を講
じ
問
上
-75-
ている
。
一方
、
専修学校経済
科は
ど
のよ
うな状
況であ
った
のか
、
明治
一六
年に
、
重格が訳し
、
専修学
校によ
っ
て刊
行さ
れた
『外国為換論』
の
緒言
に
「余専修学
校一
一従
事ス
ル弦
一一年
アリ
、
嘗テ本
邦経
済ノ書
一一
之
シク
該校
生ノ
如キ
頗ル研
精
ノ便ヲ
欠ク
ヲ憂
え明治
十三年
ノ秋
此書
ヲ訳
述 シ
テ、
以テ
其
便一
一供ス
」
と述
べて
いる
。
田尻と重格
は明治
一0
年代だ
けで
、
経済科
の
教科書を
一六冊刊行
してい
るこ
と
が現
在確認で
きる
という
ω。そのほ
かに
経
済科教科書
とし
て 中
限敬三
や阪谷芳
郎のもの
があ
るが
、
二人
の手によ
る教
科書
を見
てみると、
ボリ
ュ
lやフ
ォl
セ
ット
、
グl
シ ェ
ンな
どイギ
リ ス
やフ
ランス
の経
済学者
の
翻訳書を
テキ
ス
トと
し て
授業が行わ
れ
てい
たこ
と
がわか
る
。東
京大
学に
おい
て お
雇い外
国
人で
ある
フェ
ノロ
サ
が教
科書
とし
て使
って
いた
原書
を、
同時期
の
専修学校
では
翻
訳本を
使っ
て日
本語
で行
って
い
た。
また
経済学関係
の授
業
数も東
京大学
よ
り多く、
先駆的な試み
がなさ
れていた
こと
がわかる
。
しかも
教科
書の多
くは専
修学校生徒
だけで
なく
、一
般の人々も
購
入できるようにな
って
いた
ことは
、
巻 末
に販
売所が掲
載さ
れている
こと
から
もわか
る。彼
らは
この
時
期の経
済学教
育にお
い
て教
科書
の
刊行が
不可欠
であると
考え
ていたの
である
。
明治初期
の
経済学教育
における
彼
らの
功
績は
この
とから
も
十分う
かが
い知る
こと
が
でき
るだろう
。
その
ほ
か、
彼ら
はこのよ
うな
経
済学教育
と官
僚
とし
ての
実
務が
一
体化
していた
こと
もそ
の特
徴の
一つ
といえる
だろ
う
。そ
の例
とし
て
フラン
ス財政学の日
本へ
の導
入があ
る。重格と田尻
はル
ロア
・ボ
リュ
ー
が提
唱す
る
自由主
義的経済理論
を通し
て、
日本に
おけ
る財
政
学の基
礎Jつく
りに
大きく
貢献
し
た。
重格が翻
訳し
て、
田尻が
校聞を
行
った
『歳計予算
論』
は大日
本
帝国憲法
の付
属
法である
「会計法」
の起
草
にあた
っ
て最
も多く
参照
さ
れた
文
献であると
いわ
れている
。
明治二
二年(一八
八九)
に発
布
された 大日
本帝国憲法
の付
属法
で
ある
「会計法」
の草
案 作成
には
専
修学校
の
経済科 講
師であ
っ
た田
尻、
中限、
阪谷、
そして
重格が参
画し
てい
る。
専修学校経済科
と大
蔵省
が密
接な関
係にあ
った
こと
はこの
こと
から
もよく
わか
る 。
阪谷芳 郎
は
東京大学出
身で
、
在学
中に田
尻の薫
陶を
受け
た人
物で
、
後に
大蔵大臣
や東
京市
長にもなり
、
専修大学二代学長、
初代総長も
務め
ている
。「
会計法」
制定
の
中心的な役
割を果
たし
ていた
のは
阪
谷であ
った
が、
彼を補佐
し
たの
が田
尻や重
格であ
っ
た。
この
時、
大蔵大
臣であ
っ
た松
方正義
もボ
リ
ュ!
の薫
陶を
直接受
け
た人
物であ
った
。彼の財
政政策
の
理論的支柱
とな
っ
たの
がボリ
ュー
が提
唱す
る
フラン
ス財
政
学であ
った
こと
が、
田尻や重格
にと
って
幸
いして
いたとい
えるだ
ろう
。
重格は、
その
後
貨幣委
員と
して
金
本位制度
の導
入問
題にも
、
目賀
田・
田尻
らととも
に深
く関わ
るな
ど、
日清戦争前後
の揺
れ動く
日本
フラン
ス財
政制度研
究の第
一人者と
し
て活
躍
した
の
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経済
のな
かで
、
である
。
9.
おわりに
重格没後
の駒
井
家につい
て簡
単に触
れ
て、
本稿を
終え
ること
とし
たい
。重
格には
大
蔵官僚後
に
衆議院議 員
を務め
た子
息・
重次が
いる
。
駒井
重次
は
明治二八年(
一八
九五)
二月
二三日
に東
京で
生まれ
た。
金沢
の第四高
等学校
(現
・
金沢
大学)
で、
柔道
部の
メ
ンバ
ー
の一
人
とし
て
全国制覇
に貢
献す
るなど大
活躍し
た後
、
東京帝国大学経済学
部商業科
に進
学。
卒業
後は
重格
の
後を継
ぐか
のよ
う
に大
蔵省
に入
省
lレゃん 。
駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考
重次は税
務署
長や銀
行
検査
官など
を歴
任し
た後
、
政治
家に転
身す
る。
大蔵官僚出
身らし
く財
政金融関
係に
明るく
、
当選
は
四回を
数え
た。
重格と
同
じよ
うに
、
日本
大学や愛
知大学
でも
教鞭
を執
るなど、
教育者
と
して
の側
面もも
って
いた
。
柔道家
とし
ては
六段
と い
う段
位を
もっ
とともに
、
母校
・
第四高
等
学校
のた
め
に作詞
もし
てい
る。
現在、
駒井家
の墓
石の
そば
には
、 重
次が大
正四
年(
一九
一五
)
に作詞
し
た第四
高等学校
の寄
宿
舎である
時習寮南寮
の寮
歌
「北
の都に
秋
たけ
て
」の
歌
詞が刻
まれ
た碑が残さ
れてい
る。
多
才な人
であ
った
。
昭和七年二月
九日
、
血盟国
員に
よ っ
て射
殺さ
れた
井
上準之助前大
蔵大臣
は、
駒井重次
の応
援のため
に本
郷の
小学校
に
来て
いた
。この
時重次
は犯人を投
げ飛
ばした
ことが
新聞記事
にも
取り上げ
られ
るな
ど、
ある
意
味、
現在
では
父・
重格よ
りも重次
の名
前の
ほうを聞
いた
こと
がある
方も
多い
かもし
れな
い。
今回
の
「駒井重格
の軌
跡」
展では
、
地元
でもそれほ
ど有
名ではな
く、
専修
大学
や一
橋大学
の関
係
者にもあまり
知られ
ていな
かった
駒
井重格と
いう
人物
に
スポ
ット
をあ
て
た。重
格は
明治初期、
アメリ
カ
におい
て経
済学を学んだ
数
少な
い日
本
人の
一人で
ある
。そのよ
うな
人物が私
立学校と
して
初め
て経
済科を
併設し
て誕
生した専
修大学と
官立
(
設立当初
は私
立)
とし
て初
めて
の商
業大
学と
い
う歴
史を
もっ
一橋
大学
の
両大学
に重
格が関わ
って
いたこ
とは
、
明治期経済学教育
を考え
るうえ
で重
要な問
題と
いえ
よ
う。
今
回の
展示が
、
多く
の方々
に重
格の生
涯を
知っ
ていた
だく
機会
にな
っ
てもら
い、
明治期
の
経済
学史上、
教 育史上
に、
重格
の
業績を位置づけ
るよう
な研
究に
つな
が
っ
てい
くこと
を、
展示担当者
の
一人
とし
て
願っ
ている
。
最後
に今
回、
桑名
市にお
い
て開
催し
た企
画展
「駒井
重格
の
軌跡」
では
非 常
に多
くの
方々
にお
世話 に
なった
。ご
子孫
の方々
はも
ちろん
、
資料所蔵
者お
よ
び機関、
山形県
や岡
山県
の調
査の際にご
助言
・ご
助
力を
いた
だい
た各
機
関の方
々
など
数え上
げればきり
が
ない
。学
内に
設置さ
れた駒
井重格展
プ
ロジ
ェク
ト委
員会
の先
生方
にも
ご
苦労を
お
かけした
。
また
遠くか
ら会
場に
足を運
んで
いただい
た専
修大学
や一
橋大学
の関
係者
にもお
礼を申し
上げ
たい
。
桑名市博物館、
一橋
大学附属図書館と
の初
めての
共
同企
画であ
っ
たこ
とも あり
担当者
とし
て慣
れ な
いこ
とも
多く、
両機関
の
関係者、
特に
担
当者
であ
った
杉
本竜氏
(桑
名市博物館学
芸
員)
、杉
岳志氏
(一
橋大学附属図書館専門助手)
のお
二人
に
は多大な
ご迷惑を
おか
けした
こと
と思
われる
。
この
場
を借り
て
お詫
びす
るととも
に感
謝す
- 77-
る次
第である
。
今回
の
調査
や展
示を終え
ても
まだ、
駒井重格と
いう
人物
に
つい
て
不明な点は多
々あ
る。
今
後も
駒井重
格
につい
ての
新
たな
情報を
お持
ちの方
がいら
っ
しゃ
れば
大学史資
料課ま
でご
連
絡い
ただ
けれ
ば幸
い
である
。
【 註 】1小峰保栄
「駒
井重
格先生小
伝
(附)
専修
商学論集第問
号所
載
「阪谷芳郎
の学
者像」
補 遺 」
(
『専修商学論集』
第二O
号
専修大
学学会
一九
七六)
2西羽晃
「駒井重
格に
つい
て」(
『美
術館紀要』
第一
号
桑名市立
文化美術館
一九
七九
)
3『
専修大学創立者年表(
一)
田尻稲
次郎年表』
(専
修大学大学
史資料室 二 0 0 0 )
所収。そ
のほ
か
『 大学史資盗事一 日 ②
ボリ
ュ!
氏財政論
関税
ノ部
』(
専
修大学大学史
資料室
二000
)、
『大
学史資料叢書③
自由保護貿
易論』
(
専修大学大
学史資料室
二
000)
、
『大
学史資料叢書⑦
銀行
史』
(専
修大学大
学史資料室
二000)
にも
「フラン
ス財
政学
の
導入
と専
修学
校の人々」
(一)
、
「フ
ラン
ス財
政学
の
導入と
専修学
校の人々」
(二
)、
「フ
ラン
ス財
政学
の
導入と
専修学
校の人々」
(三)
が所
収
され
ている
。
4明
治期
の
経済学史研究上
で重一
格
の業
績そ
のも
のに
注
目し
た論
文は
少な
い。
ただし
猪谷善
一
「明治経済学
史の
一節
ー忘
れ
られ
た経
済
学者田尻
稲次
郎博
士を中
心とし
て1
」 (
『諸学紀要』
第二二号
一九
六五)
の
ように
田尻稲次郎を
取り
上げた論
文が
あり
、
その
中
で田
尻を補
佐し
た人
物と
して
重格
の存
在に触
れ
ている
ものや
、 堀
経夫
『明治経
済思想史』
(明治文献
一九
七五)
のよ
うに
「自由
保護貿易論争」
を取り上げ
た際に、
重格
の
著作を
紹介し
ている
も
のは
ある
。
5桑名藩
は、
徳川譜代
の大
名であり
、
徳川
四天
王の
一人と
し
て有
名
な本
多忠
勝が、
慶長六
年(一
六O
一)
、
上総
大多喜藩
よ
り一O
万
石に
て移
封し
てきた
こと
か
ら始ま
る。
松 平
越中守家(久松松平家
の一
つ )
が桑
名藩主
とな
った
のは
元和
三年
(一六一七
)
のこ
とで
、
藩主
は家
康の
異父弟
・定
勝であ
っ
た。
そ
の後
、
松平
越中守家
は五
代定重
の時に
越後
高田藩
へ移
封
。そ
の間
は
奥平松平家が
桑名藩主
とな
る。
松 平
越中守
家が桑
名に再
び戻っ
てきた
の
は文
政六年(
一
八二
一二)
、 「
寛政
の
改革」
の主
導者
であ
る松
平定信
の嫡
男
・定
永の
代で
あり
、
廃藩置県
まで
松平
越中(寸
家が藩主を務め
た。
6藤谷彰編
「桑名叢書E
天明
由緒
桑名藩士
の来
歴
』(桑
名市
教育委員会
一一
OO八)
原本
は
桑名市立中央図書館
が所
蔵し
ており
、
全九巻
から
成
る松
平
越中守家
の家
臣三
九七
家の
天明期ま
での
由
緒が
記され
た史
料。
7『
鴬宿雑記』
および
駒井鴬宿
につい
ては
、
田口
栄一
「『鷺宿雑記」
内容
紹介と
索引」
(
『参考
書誌研
究』
第三六号
一九
八九)
に詳
しい
。
一78 -
8定信周
辺の文
人たちについ
ては
、
瀬戸
口龍
一
「『
甲子夜話』
にみ
る松
平定信
文
人サ
ロン
の動
向」
(
『専修史学』
第三
三号
一一
)
に詳
しい。
二O
O
9竹内秀臣 氏 旧 蔵
(専修大学大学史資料課
に複
写物あ
り)
印西羽晃
「駒井重
格に
つい
て」(
『育友』
第一
一ム
ハ 号
二OO九)
専修大学育
友会
駒井竜栴の軌跡 「駒月電格先生小伝」再考
日本
稿の巻
末には
「駒井重
格年表」
を付
した
が、
この
年表
は
「履歴
書」
をもと
に作
成
したもの
である
。
ロ現在、
駒井
家の
墓は谷
中霊園
にあり
、
「墓碑文」
は
「駒井重格之
墓」
の側
面に刻
まれ
ている
。
日昭和
四九年
一月
一二
日
に文
京
区よ
り発
行
の
複写物を
専修大学大学
史資料課
にて
所蔵
日戊辰戦
争におけ
る桑
名藩
の動
向につい
ては
、『
桑名市史
本編』
(桑名市教育委員会
一九
五九)
、
郡義武
『桑名藩戊辰戦
記』
(新
人物往来社
一九
九六)
、
郡義武
『シ
リー
ズ藩
物語
桑名藩』
(現
代書館
一一
OO九)
などを
参
考にした
。
日「
一会桑」
と
は家
近良樹
氏が
提唱し
た言
葉で
あり
、『孝明天
皇と
「一
会桑
」 』
(文春新書
二O
O二)
には
「一
会桑と
いう
言葉
であ
るが、
これ
はま
だ一
般
的に
は認 知され
ていな
い馴
染
みの
ない
言 葉
かと思う
。そこ
でご
く簡
単な
説明を
すると
、
一会
桑と
は、
一橋
慶
喜、
会津藩、
桑名藩
の頭
文字を
それ
ぞれ
と
って
ネーミ
ング
したも
の」と
述
べて
いる
。
vm戊辰役旧桑名藩軍制(鎖園{寸園神社所蔵)打こ
の時
、
藩主
・松平定
敬は
わずか
な手
勢を
連れ
て函
館
へ向
かっ
て
いた
。
定敬が函
館を
脱出
し、
横浜
に到
着
した
のは
、
幕 府 側
の敗
北
を決
定づけ
た五
稜 郭陥
落の
わずか
一
ヶ月前
の明
治二
年四月
のこ
と
であ
った
。
日鶴岡市郷土資料館所蔵
同大滝直之助氏
(鶴岡市)
所蔵
羽 鶴 岡 市 郷 土
資料館所蔵
幻郡義武『桑名藩
戊辰戦記
』に
よ
ると、
こ
の手
記は
町田
老之丞
の
御
子孫
・
町田喜久夫
氏が所
蔵され
ていた
もの
で 、
喜 久 夫 氏
が亡
くな
っ
た後
、子息
の武
夫氏
よ
り郡氏
に寄
贈
されたとある
。筆
者が
この
手
記を
見た
のは
鶴
岡市郷土
資料
館が所
蔵し
てい
たコ
ピー
である
。
幻『
井深
梶之助と
その
時
代
第一巻
』
(明
治学院
一九
六九)
お『新選組史料集
続』
(新人物
往 来社
二OOLハ)
所 収
M 竹 内 秀 臣 氏 旧 蔵
(専修大学大学史資料課
に複
写物あ
り)
お高谷道
男編訳『S
・R
・
ブラウン
書
簡集ー 幕
末明治初期宣教記録
ー 』
(日
本基督教団出版
局一
九
六五)
お専修大学大
学史資料課
には
在
米中
の明
治九年か
ら亡
くな る間
際の
大正 二 二
年ま
での
相
馬永
胤の手に
よる
日記が残
って
いる
。
幻「
相馬永胤翁懐旧記」
(
「相馬家文書戸。」
専修大学大学史資料課
蔵)
。
この
史
料は相
馬永
胤が晩
年に書い
た自
叙
伝であり
、
平成九
年に
専修大学年史資料室
より
『
相馬永胤翁懐旧記
翻刻版』
が刊
行さ
れている
。
お橋
本五雄
編『謝海
=一日
行録』
(橋本五雄
一九
O九)
で、
妻木自
ら
が語
って
いる
ように
、 こ
の時
期に神
鞭知
常ら
に説
得され
て妻
木が
アメ
リカ
から
帰国
しているこ
とは
間違
いな
い。し
かし
、
この
時の
同船者
に定
教が
いた
かどう
か は
不明
である
。
m国立公文書館所蔵
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ωラ
ト
ガlス
大
学図書館所
蔵。
現在
は
デジ
タル アー
カイ
ブ化されお
り、
イン
タ
ーネ
ット上
で閲
覧
する
こと
が
できる
。
白石附賓『近
代日本
の海
外留学史』
(ミネ
ルヴ
ァ書房
一九
七二
)
による
と定
教は
明治
一二
年に
ラト
ガl
ス大
学
理科卒業、
重格は
ラ
トガ
l
ス大
学
で学
んだ
ことに
な
って
いる
が、
そ
の根
拠と
な
る史
料
は記され
ていない
。
泊三重
県 史
編さん
室所
蔵
お平
沼 淑 郎
「経済学学習時代
の思
ひ
出」
(「
経済史学』
第三輯
早 稲
回大学
経済史学会
一九
三六)
泊専修大学
の前
身の名
称。
現在
の名
称
「専修大学
」と
なっ
たのは
大
正八
年の
こと
。
お『
北雷
田尻
先生伝
\-.../ 
下巻
』(
田尻先生伝
記及遺稿編纂会
一九
三
お廃校
とな
った
岡
山県商法学校
の後
身と
し
て明治三
一年
に岡
山県商
業学
校(現
・
岡山 県
立
岡山東商業高等学校)
が誕
生し
ている
。
幻『創
立六十
周
年記念会報』
(岡
山
県第
一
岡山中学校
々友
会
三四
)
お前掲書ω前掲書ω『御大典記念会報
一九
二八
)
ハ札前掲書
九
第十三
号』
(岡
山
県第
一
岡山中学校校友会
必 若 槻 礼 次 郎
「古風庵回顧録』
(読売新聞社
必 明 治
二八
年七月
四日、
この
時、
愛媛 県 収 税
長と
し
て松
山に
赴任し
てい
た若
槻か
ら重格
に宛てた
書
簡(
竹内秀臣氏旧蔵)
には
、無
沙
汰を
詫
びるととも
に、
最近
は弓
の稽
古も
怠けが
ち
で、
教え
てく
れ
る人
がいないた
め、
自己流
にな
って
しま
って
いる
と重
格に言い訳
一九
五O
)
する
若槻
の言
葉が残
って
いる
。
必こ
の章
につ
い
ては
、
「駒井
重格
の軌
跡
」展に
て使
用し
た展
示パ
ネ
ルの
解
説文(
一橋大学附属図書館専門助手
・杉
岳志氏執筆)
に多
くを
拠っ
ている
。
必高等商業学校と
は一
橋大学
の前 身の学
校名
称で
、
学校所在地
の神
田一
ツ橋
にちなみ
、
「一
ツ橋
」「
一橋」
とも
称
された
。
必酒井龍男編
『一
橋五十
年史』
(東
京商科大学
一橋
会
一九二五
)
灯福
田徳
二
一は
重格
の 一
O周忌
に「
故駒井先生
の十
周年
忌に際
し
て」
(『
一橋会雑誌』
第七
五号
一九一
一)
とい
う文章
を書い
ている
。
この
段
落の
引用はす
べて
ここ
から
取 っ
たが
、 こ
の福
田
の文
章には
駒井
の人
となりの
ほか、
功績
な
ども
書
かれ
ており
、
同時代人
が書
いた
駒
井評
とし
て
は最
も詳し
いものと える
だろ
う 。
必田尻
稲次
郎
『財
政と金
融
増 補 改 訂
第二
十
一版
』(同
文館
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九
一一
)
羽小峰保栄
「明治初期
の専
門教育と
専修学校
の
学課」
(『
専修商学論
集』
第二二号
一九
七七)
駒井主ー格の軌跡一「駒井主格先生小伝」再考一
。駒井重格年表.
嘉永6 年(185 3) 11月【O歳】桑
名
藩士・駒井重周の長男として江戸(一説には桑名)に生まれる、 幼名は強介・一郎
※
慶応3 年(1867) 【14歳】家督を継ぐ
慶応4年・明治元年(1868) 戊辰戦争に従軍
明 治 2 年(1869)
明 治4 年(1871) 
明 治5 年(187 2)
明 治6 年(187 3)
明 治7 年(1874)
明 治8 年(1875)
明治10年(1877)
明治1 2年(1879)
9月
明治1 3年(1880) 1 月
8月
9月
9月
新政府軍に敗北、 出羽大山(現・山形県鶴岡市)に謹慎
【16歳}桑名に帰郷
【18歳】東京本所(現・墨田区) の田口江村塾(塾長・田口文蔵)に入塾
【19歳】旧桑名藩主・松平定教とともに横浜市学校(校長・河村敬三)に入学
【2 0麓】S.R.ブラウン塾 にて英学を修業
【21歳】定教に随従し、 アメリカに留学
【2 2歳】ニューブランズウィック・アカデミーに入学
【24歳】ラトガース大学に入学
【26歳】アメリカより帰国
箕作秋坪の三浪塾内において経済学の講義を担当
東京府京橋区木挽町 ほ見・中央区銀座 3丁目)に学校設立のため、 相馬永胤
らと「私立 学校 開業上申Jを東京府へ提出
専修学校(現・専修大学)校主惣代として京橋区南鍋町(現・中央区銀座5丁目
付近)への「学校仮転御届」を東京府へ提出
専修学校の開校 式を挙行
【27歳】東京大学予備門の理財学講義を担当
明治14年(1881) 2 月 大蔵省に入省
6月 大蔵省を退省
7月 明治会堂で行われた専修学校第1回卒業式にて幹事を務める
9月 岡山 中学校 および岡山師範学校 に校長として就任
明治15年(188 2) 3月【28歳】兼岡山県商法学校長に就任
9月 兼岡山県商法学校長を退任
12月【29歳】再び大蔵省に入省
明治16年(市883) 2 月 長女 ・雪が誕生
明治17年(1884) 1 月【30歳】父・重周が 死去
明治18年(1885) 2 月【31歳】次女・定が誕生
明治19年(1886) 1 月【3 2歳】大蔵権少書記官に就任
3 月 大蔵省参事官に就任
7 月 従六位に叙せられる
明治20年(1887) 11月【34歳】文官普通試験委員に就任
長男・一郎が死去
明治2 2年(1889) 5月【35歳】官制取調委員に就任
明治2 3年(1890) 1 月【36歳】省令審査委員に就任
6月 帝国議会交渉事務取調委員に就任
9月 貨幣委員に就任
12月【37歳】次男・強介が誕生(同月死去)
明治24年(1891) 12月【38歳】三女・花子が誕生(明治3 2年7月死去)
明治25年(1892) 2 月 正六位に叙せられる
明治28年(1895) 2 月【41歳】三男・重次が誕生
明治29年(1896) 6 月【4 2議】東京市区改正委員に就任
10月 大蔵省国債局長兼大蔵省参事官に就任
12月【4 3歳】大蔵省所管事務政府委員に就任
12月 従五位に叙せられる
12月 勲六等に叙せられ、 瑞宝章を授与される
明治30年(1897) 4月 官制改正につき国債局長廃官
5月 秩禄処分委員に就任
8月 農商務省参事官に就任
9月 臨時政務調査委員に就任
10月 正五位に叙せられる
10月 港湾調査委員に就任
11月【44議】農商工統計に関する特別調査委員長に就任
明治31年(1898) 2月 農商務省参事官を退任
3月 農商工高等会議臨時議員に就任
4月 大蔵省参事官に就任
4月 臨時秩操処分間査委員に就任
9月 農商工高等会議臨時議員を退任
明治3 2年(1899) 1月【45歳】条約実施委員に就任
3月 高等商業学校長ほ見・一橋大学)兼大蔵省参事官に就任
4月 文官普通懲戒委員に就任
6月 文官高等試験臨時委員に就任
明治3 3年(1900) 6月【46歳】動五等に叙せられ、 瑞宝章を授与される
明治例年(1901) 12月[48歳】肺炎のため死去、特旨をもって従四位・勲四等に叙せられ、瑞宝章を授与される
※駒井重格の生 年月日は諸説あるが、 ここでは一橋大学が所蔵する駒井重格履歴書に拠った
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